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村
政
執
行
方
針

令
和
２
年
度

高 橋 昌 幸村長

　

令
和
２
年
第
１
回
村
議
会
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私
の
村
政
に

対
す
る
執
行
方
針
を
申
し
述
べ
、
村

議
会
議
員
並
び
に
村
民
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

私
は
、
村
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
以
来
、「
村
民
主
体
・
村
民
本
位
」の
理

念
の
も
と
、
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

村
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る

た
め
に
、
各
種
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

こ
の
間
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
村
民
の
皆

様
か
ら
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
就
任
当
時
は
厳
し
い

財
政
状
況
の
も
と
、
そ
の
立
て
直
し
を
自
ら

の
使
命
と
位
置
づ
け
て
村
政
の
舵
を
取
り
、

財
政
再
建
を
最
重
点
課
題
に
掲
げ
な
が
ら
、

様
々
な
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
財
政
再
建
へ
の
取
り
組
み
の

成
果
が
徐
々
に
現
れ
る
こ
と
で
、
努
力
を
す

れ
ば
実
を
結
ぶ
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し

な
が
ら
、
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
社
会
情

勢
を
見
定
め
て
産
業
の
振
興
、住
民
の
安
心
・

安
全
、
福
祉
の
充
実
、
教
育
の
振
興
等
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
投
資
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
日
本
は
、
急
速
な
人
口
の
減
少
と

少
子
高
齢
化
の
流
れ
は
留
ま
る
と
こ
ろ
が
な

く
、
当
村
も
一
層
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
元
気
な
村
を
創
生
し
、
次
代
へ

と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
今
を
生
き
る

者
の
最
も
重
要
な
責
務
で
あ
り
、
そ
の
課
題

に
総
力
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
必
ず
や

明
る
い
未
来
が
開
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
新
し
い
時
代
を
迎
え
た

今
日
、
今
一
度
、
新
た
な
気
持
ち
で
村
民
の

思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
村
政
を
進

め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

議
員
各
位
を
は
じ
め
村
民
皆
様
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
35

億
４
６
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と

比
べ
て
７
億
６
９
０
０
万
円
、
27･

７
％
の
増
、

ま
た
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
総
額
は
38

億
４
８
２
０
万
円
、
７
億
３
３
０
０
万
円
、

23･

５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
頁
の
と
お
り

で
す
。

　

本
村
の
財
政
状
況
は
、
財
政
健
全
化
判
断

比
率
で
健
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

財
政
力
指
数
は
０･

10
と
低
く
基
本
的
な
財

務
体
質
は
脆
弱
で
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
自
主
財
源
で
あ
る
村

税
の
占
め
る
割
合
が
約
２･

１
％
と
依
然
と

し
て
低
く
、
そ
の
財
源
不
足
を
地
方
交
付
税
、

村
債
、
財
政
調
整
基
金
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
基
金
で
補
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

も
国
・
道
の
制
度
財
源
を
活
用
し
て
村
に

と
っ
て
よ
り
優
位
な
財
源
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、「
総
合
振
興
計
画
」や

「
総
合
戦
略
」の
具
現
化
を
は
か
る
た
め
、
常

に
そ
の
成
果
を
見
定
め
な
が
ら
、
産
業
振
興

を
柱
と
す
る
地
域
の
活
性
化
、
災
害
か
ら
村

民
の
命
を
守
る
防
災
対
策
、
子
育
て
支
援
対

策
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た

ち
を
育
む
教
育
を
目
指
し
、
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
編

成
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
村
政
懇
談
会
や
各
町
内
会
等
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
等
に
つ
い

て
も
十
分
検
討
し
、
そ
の
実
現
に
努
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
昨
年
度
か
ら
着
工
し
た

役
場
庁
舎
の
建
設
工
事
が
本
格
的
に
施
工
さ

れ
る
こ
と
と
、
継
続
事
業
と
し
て
簡
易
水
道

の
配
水
管
等
の
更
新
を
計
画
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
予
算
規
模
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
ま

す
が
、
今
後
は
実
質
公
債
比
率
も
勘
案
し
な

が
ら
適
切
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
各
特
別
会
計
に
お
い
て
も
、
基
本
的
な
財

政
運
営
及
び
管
理
は
一
般
会
計
と
同
様
で
す

が
、
と
り
わ
け
独
立
採
算
の
原
則
に
立
ち
、

徹
底
し
た
経
営
努
力
に
よ
る
経
費
の
削
減
・

合
理
化
や
税
、
保
険
料
等
の
収
納
率
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

Ⅰ
．
基

本

方

針

Ⅱ
．
予
算
編
成
方
針
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総額

３８億４，８２０万円
（前年度比　７億3,300万円増）

一般会計予算

35億円4,600万円

特別会計予算

3億220万円

（前年度比　7億6,900万円増）

（前年度比　3,600万円減）

令和２年度

当初予算

令　和
２年度

平　成
31年度 増減額 増減率

会　計　区　分
比　　　較

令　和
２年度

平　成
31年度 増減額 増減率

比　　　較

（単位：千円）
一般会計及び特別会計当初予算の規模

（単位：千円）
一般会計歳入予算

一般会計歳出予算

3,546,000
35,800
32,200
31,100
31,100
203,100
3,848,200

2,777,000
34,100
16,100
31,100
31,100
256,900
3,115,200

769,000
1,700
16,100

0
0

53,800
733,000

27.7
5.0
100.0
0.0
0.0
20.9
23.5

△△

73,800
10,200
500

18,000
10

1,400
50

900,000
1,910
62,230
75,680
337,410
7,510
900

537,300
50,000
105,700
1,363,400
3,546,000

77,600
10,000
700

17,000
1,500
－
50

860,000
3,970
62,500
68,990
471,960
8,330
900

472,010
10,000
136,630
574,860
2,777,000

3,800
200
200
1,000
1,490
1,400
0

40,000
2,060
270
6,690
134,550
820
0

65,290
40,000
30,930
788,540
769,000

4.9
2.0
28.6
5.9
99.3
皆増
0.0
4.7
51.9
0.4
9.7
28.5
9.8
0.0
13.8
400.0
22.6
137.2
27.7

△

△

△

△
△

△
△

△

△

△

△

△
△

△
△

△

一 般 会 計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
　介護サービス事業勘定
簡 易 水 道 特 別 会 計
　 合 　 　 計 　

村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
地 方 消 費 税 交 付 金
自動車取得税交付金
環 境 性 能 割 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
道 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債
　 合 　 　 計 　

区　　　　　分

％

％

％

令　和
２年度

平　成
31年度 増減額 増減率

区　　　分
比　　　較

（単位：千円） （単位：千円）

人 件 費
物 件 費
維 持 補 修 費
扶 助 費
補 助 費 等
公 債 費
積 立 金
投資及び出資金
貸 付 金
投 資 的 経 費
　うち補助分
　うち単独分
繰 出 金
予 備 費
　合　　計　

406,110
731,886
47,087
59,483
327,807
175,000
43,200

0
150

1,629,200
210,001
1,419,199
124,877
1,200

3,546,000

370,178
735,413
49,732
55,338
706,769
166,000
24,600

0
150

610,017
8,000

602,017
57,603
1,200

2,777,000

35,932
3,527
2,645
4,145

378,962
9,000
18,600

0
0

1,019,183
202,001
817,182
67,274

0
769,000

9.7
0.5
5.3
7.5
53.6
5.4
75.6
0.0
0.0
167.1
2525.0
135.7
116.8
0.0
27.7

△
△

△

△
△

△

％

令　和
２年度

平　成
31年度 増減額 増減率

区　　　分
比　　　較

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費
　合　　計　

42,300
2,032,000
265,500
287,200
300

141,700
130,800
206,900
77,900
142,000
175,000
43,200
1,200

3,546,000

44,500
512,600
634,500
270,600
300

184,200
176,800
159,400
410,000
192,300
166,000
24,600
1,200

2,777,000

2,200
1,519,400
369,000
16,600

0
42,500
46,000
47,500
332,100
50,300
9,000
18,600

0
769,000

4.9
296.4
58.2
6.1
0.0
23.1
26.0
29.8
81.0
26.2
5.4
75.6
0.0
27.7

△

△

△
△

△
△

△

△

△
△

△
△

性　質　別 目　的　別
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◇
役
場
庁
舎
の
建
設

　

村
民
に
親
し
ま
れ
る「
ふ
れ
あ
い
の
場
」と

し
て
は
も
と
よ
り
、
村
民
の
命
を
守
る
新
し

い
庁
舎
を
目
指
し
て
、
建
築
主
体
工
事（
２

箇
年
事
業
の
２
年
目
）と
外
構
工
事（
２
期

目
）を
行
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
冷
暖
房
設
備
等
を
整
備
す
る
た
め
の

地
中
熱
設
備
工
事
や
、
原
子
力
災
害
に
備
え

る
た
め
の
放
射
線
防
護
設
備
工
事
を
行
い
ま

す
。

▼
役
場
庁
舎
建
設
事
業
費　

 

15
億
３
１
５
０
万
円

◇
地
域
防
災
対
策

　

昨
年
度
改
修
し
た
赤
石
地
区
津
波
避
難
路

の
夜
間
に
お
け
る
安
全
を
確
保
す
る
た
め
照

明
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
非
常
食
や
避
難
所
の
備
品
等
を
整

備
し
、
災
害
時
に
備
え
ま
す
。

▼
津
波
避
難
階
段
照
明
設
置
工
事
費

 

６
０
０
千
円

▼
避
難
所
用
非
常
食
等
購
入
費

 

６
４
５
千
円

◇
行
政
情
報
及
び
地
域
情
報
化
の
推
進

　

Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
設
備
は
、
行
政
情
報
や
災

害
時
の
防
災
情
報
等
を
伝
達
す
る
う
え
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
液

晶
画
面
を
備
え
た
新
し
い
告
知
端
末
を
全
戸

に
整
備
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
こ
の
液
晶

画
面
を
用
い
て
画
像
放
送
を
開
始
す
る
等
、

よ
り
利
便
性
が
高
く
な
る
よ
う
運
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
や
テ
レ
ビ
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
設
備
を
適
正
に
管
理
し
、

住
民
生
活
の
利
便
性
向
上
と
安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

▼
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
費

 

２
２
９
３
万
円

▼
告
知
放
送
管
理
費 

６
１
２
４
万
円

◇
交
通
安
全
対
策

　
「
毎
日
が
交
通
安
全
の
日
」を
合
言
葉
に
、

悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
、
村
民
あ

げ
て
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
む
体
制
の
も

と
、
事
故
死
ゼ
ロ
の
記
録
を
更
新
し
て
い
ま

す
。（
３
月
１
日
現
在
、
４
１
８
６
日
）

　

今
後
も
、
旗
の
波
作
戦
や
広
報
紙
へ
交
通

安
全
新
聞
を
掲
載
す
る
な
ど
の
啓
発
活
動
を

通
し
て
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に

努
め
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
交
通
事
故
死
ゼ
ロ　

４
５
０
０
日

 

（
令
和
３
年
１
月
９
日
達
成
予
定
）

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
事
業
費
補
助
金

 

５
万
円

▼
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会
運
営
補
助
金

 

70
万
円

◇
広
報
広
聴
活
動

　
「
村
民
主
体
・
村
民
本
位
」の
村
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
村
民
と
行
政
が
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

広
報
紙
を
活
用
し
て
、
様
々
な
情
報
を
わ

か
り
や
す
く
発
信
し
、
ま
た
、
村
民
の
皆
様

の
声
を
直
接
届
け
る
村
長
室
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
を
は
じ
め
、
広
聴
は
が
き
や
村
政
懇
談
会

を
開
催
し
、
多
く
の
声
を
行
政
に
反
映
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

▼
文
書
広
報
費 

３
１
６
万
円

◇
職
員
研
修
の
推
進

　

多
様
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

自
治
大
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
研
修
に

職
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
人
事
評
価
制

度
の
運
用
に
関
す
る
研
修
を
引
き
続
き
行
い
、

職
員
の
一
層
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

▼
職
員
研
修
費 

１
５
３
万
円

▼
職
員
厚
生
費 

81
万
円

◇
地
籍
調
査
事
業

　

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
小
川
地
区
の
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
国
及
び
北
海
道
と
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
現
地
立
会
で
確
定
し
た
仮

杭
の
測
量
を
実
施
し
ま
す
。

▼
地
籍
調
査
事
業
費 

１
４
３
７
万
２
千
円

◇
移
住
・
定
住
対
策

　
「
観
光
客
を
村
民
に
変
え
る
」神
恵
内
中
学

校
で
開
催
さ
れ
た
神
恵
内
村
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
で
、
一
人
の
生
徒
が
提
唱

し
た
言
葉
で
す
。

　

こ
の
言
葉
に
確
か
な
可
能
性
を
求
め
、
本

年
度
は「
神
恵
内
村
魅
力
発
見
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
」を
開
催
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
メ

デ
ィ
ア
で
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
や
著
名
な
写
真
家
、旅
行
・
リ
ゾ
ー

ト
関
係
者
等
を
招
へ
い
し
て
村
内
観
光
資
源

の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
移
住
希
望
者
向
け

の
村
内
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
構
築
や
村
民
と
の

交
流
を
通
じ
て
関
係
人
口
の
増
大
と
将
来
的

な
移
住
・
定
住
人
口
の
増
加
を
は
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
神
恵
内
村
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
活
用

し
て
情
報
発
信
を
強
化
し
、
村
の
魅
力
発
信

に
努
め
、
各
種
移
住
・
定
住
対
策
事
業
を
進

め
ま
す
。

▼
移
住
・
定
住
対
策
費 

６
６
４
万
円

Ⅲ
．
主
な
事
業
計
画

１

総
務
関
係
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◇
空
き
家
対
策

　

倒
壊
や
建
築
部
材
の
飛
散
の
お
そ
れ
が
あ

る
空
き
家
は
、
住
民
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
危
険
空
き
家
を
解

消
す
る
た
め
、
今
年
度
も
引
き
続
き
解
体
に

要
す
る
費
用
を
補
助
し
、
安
全
で
安
心
な
居

住
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

▼
危
険
空
家
対
策
支
援
事
業
補
助
金

 
１
０
０
万
円

※

解
体
工
事
費
の
１
／
２　

上
限
50
万
円

　

本
年
１
月
末
現
在
に
お
け
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
数
は
３
７
２
人
、
就
学
前
の
児
童
数

は
23
人
で
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
そ
れ
ぞ

れ
44･

５
％
、
２･

８
％
と
依
然
と
し
て
少
子

高
齢
化
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ど
こ
で
も
パ
ス
交
付
事
業
に
つ
い
て
は
、

外
出
支
援
対
策
の
一
環
と
し
て
実
施
し
、
日

常
生
活
の
利
便
性
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

　

老
人
福
祉
寮
や
高
齢
者
共
同
生
活
支
援
施

設
を
軸
と
し
て
村
内
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
基
盤
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に

つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
要
支
援
者
等
に
対
す
る
効
果
的
な
支
援

を
す
す
め
ま
す
。

　

ま
た
、
公
益
的
な
役
割
を
担
う
社
会
福
祉

協
議
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
引
き
続
き

支
援
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
重
度

心
身
障
が
い
者
の
安
心
し
た
暮
ら
し
に
資
す

る
よ
う
、
生
活
扶
助
事
業
や
医
療
費
扶
助
事

業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
は
か
り
生
活
支
援

を
す
す
め
ま
す
。

　

児
童
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
神
恵
内
保

育
所
等
複
合
施
設
で
子
ど
も
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
生
活
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
育
て
支
援
対
策
の
充
実
を
は
か
り
ま

す
。

　

ま
た
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
と

い
う
各
段
階
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

に
努
め
ま
す
。

▼
結
婚
・
出
産
祝
金
支
給
事
業 

47
万
円

▼
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助
金

 

１
０
１
５
万
６
千
円

▼
福
祉
燃
料
臨
時
助
成
事
業 

２
５
８
万
円

▼
結
婚
新
生
活
支
援
事
業 

90
万
円

▼
高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業

 

14
万
２
千
円

▼
電
話
サ
ー
ビ
ス
事
業 

50
万
円

▼
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

 
３
７
８
万
円

▼
ど
こ
で
も
パ
ス
交
付
事
業 

７
０
０
万
円

▼
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
扶
助
事
業

 

４
０
０
万
円

▼
重
度
心
身
障
が
い
者
生
活
扶
助
事
業

 

１
５
０
万
円

▼
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
扶
助
事
業

 

１
８
０
万
円

▼
身
体
障
が
い
者
等
扶
助
事
業

 

３
６
２
０
万
円

▼
高
齢
者
福
祉
施
設
管
理
費

 

１
７
７
０
万
円

▼
保
育
所
運
営
費 

４
６
９
７
万
円

▼
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
扶
助
事
業

 

80
万
円

▼
ひ
と
り
親
家
庭
等
生
活
扶
助
事
業

 

15
万
円

▼
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費

 

３
３
９
万
円

▼
放
課
後
児
童
対
策
費 

63
万
円

　

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
、
妊
婦
・
新
生
児
・
乳
幼
児
・
小
学

生
を
対
象
と
し
た
各
種
事
業
に
つ
い
て
、
継

続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

各
種
健
康
診
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
自
己
負
担
額
を
無
料
化
し
、
受
診
率
の

向
上
と
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
な
ど
予
防
対
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
以

下
は
接
種
費
用
の
全
額
を
助
成
し
ま
す
。
高

校
生
以
上
に
つ
い
て
は
、
９
割
助
成
を
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。

▼
各
種
健
康
診
査
事
業 

３
４
４
万
円

▼
乳
幼
児
予
防
接
種
事
業 

46
万
６
千
円

▼
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

 

12
万
１
千
円

▼
妊
婦
健
康
診
査
業
務
委
託
料

 

26
万
９
千
円

▼
妊
婦
健
康
診
査
交
通
費
等
扶
助
事
業

 

12
万
６
千
円

▼
乳
幼
児
健
康
診
査
業
務
委
託
料

 

15
万
１
千
円

▼
産
後
ケ
ア
訪
問
業
務
委
託
料 

15
万
円

▼
乳
幼
児
等
医
療
費
扶
助
事
業

 

１
８
０
万
円

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業

 

２
３
３
万
９
千
円

▼
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
事

業 

４
万
８
千
円

▼
小
児
任
意
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業

 

17
万
４
千
円

▼
成
人
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
費
用

助
成
事
業 

２
万
６
千
円

▼
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
事
業 

３
万
円

▼
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
事
業 

90
万
円

▼
未
熟
児
養
育
医
療
費
扶
助
事
業 

29
万
円

▼
新
生
児
聴
覚
検
査
事
業 

１
万
５
千
円

２

福
祉
対
策

３

保
健
対
策
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村
民
の
皆
様
と
の
協
働
の
も
と
、
資
源
物

の
収
集
効
率
を
高
め
る
た
め
、
分
別
収
集
の

手
引
き
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
今
後
さ
ら

な
る
分
別
の
周
知
・
徹
底
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

等
に
係
る
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
じ
ん
芥
収
集
等
業
務
委
託
料

 

１
１
０
０
万
円

▼
指
定
ご
み
袋
等
交
付
業
務
委
託
料

 
62
万
円

▼
分
別
収
集
の
手
引
き
更
新
事
業

 

60
万
５
千
円

▼
岩
内
地
方
衛
生
組
合
負
担
金

 

３
３
２
５
万
６
千
円

▼
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
等
事
業
補
助
金

 

１
２
０
１
万
１
千
円

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
よ
う
と
す
る

な
か
、
村
民
の
皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守
る

た
め
、
安
心
し
て
受
診
で
き
る
体
制
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

▼
村
立
歯
科
診
療
所
費 

３
７
６
０
万
円

▼
村
立
診
療
所
費 

６
０
９
０
万
円

◇
労
働
福
祉
対
策

　

地
域
の
雇
用
情
勢
は
、
高
齢
化
や
都
市
圏

へ
の
流
出
等
に
よ
る
人
口
減
少
で
労
働
力
が

不
足
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
季
節
移
動
労
働
者
対
策
と
し

て
、
慰
労
事
業
や
傷
害
保
険
料
の
全
額
負
担

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
短
期
雇
用
者
に
対

す
る
生
活
資
金
の
貸
付
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
南
し
り
べ
し
季
節
労
働
者
通
年
雇

用
促
進
協
議
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
、
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
を
は
か
り
ま

す
。

▼
労
働
福
祉
対
策
費 

23
万
８
千
円

◇
商
工
業
の
振
興

　

本
村
の
商
工
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人

口
減
少
、
近
郊
の
複
合
商
業
施
設
等
へ
の
購

買
力
の
流
出
、
移
動
販
売
事
業
者
の
参
入
、

さ
ら
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
普
及
等

に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
本
年

度
も
地
元
消
費
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
商

工
会
運
営
補
助
金
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
補
助
事
業
、
起
業
者
に

対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
商
工
振
興
補
助
金 

１
５
８
４
万
円

　
（
う
ち
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
助
成
事
業
費

 

５
２
１
万
円
）

　
（
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
助
成
事
業
費

 

27
万
円
）

▼
地
場
産
業
振
興
資
金
利
子
補
給
金

 

１
万
円

▼
起
業
支
援
事
業
補
助
金 

80
万
円

◇
観
光
の
振
興

　

観
光
は
、
本
村
の
地
域
経
済
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
メ

デ
ィ
ア
や
雑
誌
等
の
情
報
媒
体
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
を
通
じ
て
積
極
的

な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
移
住
・

定
住
施
策
と
連
携
し
た「
神
恵
内
村
魅
力
発

見
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」の
実
施
に
よ
り
、
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
に
道
内
を
訪
れ
る
国
内
旅

行
者
や
冬
季
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
呼
び
込
む
た
め
の
体
験
型
観
光
メ

ニ
ュ
ー
を
構
築
し
、
観
光
消
費
の
拡
大
と
域

内
経
済
へ
の
波
及
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
道
の
駅
」の
機
能
強
化
を
は
か
る
た
め
、

星
槎
道
都
大
学
と
連
携
し
、
流
木
や
染
物
等

の
ア
ー
ト
作
品
を
創
作
、展
示
、販
売
し
ま
す
。

予防接種費用額負担（助成）の概要

ジフテリア
破傷風
百日せき
急性灰白髄炎（ポリオ）
麻しん・風しん

結核（BCG）
日本脳炎

水痘（水ぼうそう）
インフルエンザ
高齢者肺炎球菌
ヒブ（細菌性髄膜炎）
小児肺炎球菌
子宮頸がん
Ｂ型肝炎
ロタウイルス
高齢者肺炎球菌（定期接種以外）
小児肺炎球菌
日本脳炎

水痘（水ぼうそう）

流行性耳下腺炎（おたふく風邪）

インフルエンザ

子宮頸がん

Ｂ型肝炎
麻しん・風しん

任　

意　

接　

種

定　

期　

接　

種

乳幼児・小学校６年生
乳幼児・小学校６年生

乳幼児
乳幼児
幼児

40歳～57歳の男性
乳児

生後６月～７歳６月
９歳～20歳未満
１～２歳
65歳以上
65歳以上
乳幼児
〃

小学校６年生～高校１年生
生後すぐ～１歳
乳幼児
65歳以上
５～９歳

７歳６月～９歳未満
20～21歳未満
３歳～中学生
高校生以上
１歳～中学生
高校生以上
１歳～中学生
高校生～64歳
10～11歳
16～18歳

高校卒業以上
乳幼児～中学生
19歳以上

全額村費負担
〃
〃
〃
〃

〃

〃
〃

９割村費負担
〃

全額村費負担
〃
〃
〃

全額助成
９割助成
全額助成

〃
〃

９割助成
全額助成
９割助成
全額助成
９割助成
全額助成
〃

９割助成
全額助成
９割助成

予防接種の種類 対象者 負担（助成）内容４

環
境
衛
生
対
策

５

医
療
対
策

６

産
業
振
興
対
策
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「
青
少
年
旅
行
村
」は
、
本
村
の
観
光
の
中

核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
憩
い
の
場

や
自
然
体
験
の
場
と
し
て
、
村
内
外
の
多
く

の
利
用
者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
レ

ジ
ャ
ー
の
多
様
化
に
伴
い
、
利
用
者
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
安
全
で
快
適
に
過
ご

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
適
宜
老
朽
化
し
た
施

設
の
補
修
を
行
い
な
が
ら
、
利
用
者
の
増
加

に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
年
度
は
使
用
料
を

改
定
し
て
収
支
の
均
衡
を
は
か
り
ま
す
。

　
「
沖
揚
げ
ま
つ
り
」は
、
村
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
村
の
観
光
振
興
と
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
来
場
さ
れ
る
人
々

に
村
の「
食
」や
歴
史
・
文
化
等
の
魅
力
を
発

信
し
、
多
く
の
皆
様
に
神
恵
内
に
訪
れ
て
い

た
だ
く
よ
う
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

　
「
温
泉
９
９
８
」と「
珊
内
ぬ
く
も
り
温
泉
」

は
、
開
館
以
来
、
憩
い
と
や
す
ら
ぎ
の
場
と

し
て
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
ま

た
、
地
元
の
雇
用
を
創
出
す
る
な
ど
地
域
経

済
の
振
興
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

　

し
か
し
、
設
備
の
老
朽
化
等
に
伴
う
維
持

経
費
の
増
大
や
入
館
者
数
の
減
少
、
加
え
て

源
泉
の
湧
出
量
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
２
つ

の
施
設
を
維
持
す
る
の
は
大
変
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
維
持
経
費
の

節
減
に
努
め
、
本
年
度
も
無
料
入
浴「
い
い

風
呂
の
日
」を
継
続
実
施
す
る
な
ど
、
利
用

者
の
増
加
に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
と
も

に
、
両
温
泉
施
設
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
議
会
や
村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
聴
き
な

が
ら
検
討
を
す
す
め
ま
す
。

▼
域
学
連
携
事
業 

76
万
円

▼
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
管
理
費

 

１
８
９
３
万
円

▼
青
少
年
旅
行
村
管
理
費 

１
６
４
３
万
円

▼
商
工
観
光
施
設
管
理
費 

１
６
７
万
円

▼
沖
揚
げ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
運
営
補
助
金

 

３
０
０
万
円

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ザ（
温
泉
９
９
８
）管

理
運
営
費 

４
２
４
４
万
円

▼
珊
内
ぬ
く
も
り
温
泉
管
理
運
営
費

 

８
１
３
万
円

▼
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
等
維
持
管
理
費

 

２
８
７
万
円

▼
観
光
協
会
補
助
金 

26
万
円

◇
水
産
業
の
振
興

　

水
産
業
は
、
昨
年
も
主
要
魚
種
で
不
漁
が

続
き
、
水
揚
げ
の
低
迷
に
よ
り
、
厳
し
い
経

営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
か

ら
資
源
管
理
に
重
点
を
お
い
た
改
正
漁
業
法

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
か
ら
、
水

産
資
源
の
維
持
増
大
と
適
切
な
資
源
管
理
型

漁
業
を
推
進
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
引

き
続
き
サ
ケ
・
マ
ス
増
殖
事
業
を
は
じ
め
、

ニ
シ
ン
資
源
の
増
大
や
藻
場
の
再
生
を
は
か

り
ま
す
。

　

地
方
創
生
事
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
ウ
ニ

の
短
期
養
殖
事
業
は
、
野
菜
を
中
心
と
し
た

給
餌
方
法
に
転
換
し
、
労
力
が
軽
減
さ
れ
る

と
と
も
に
身
入
り
と
味
が
向
上
し
、
売
り
上

げ
も
増
加
し
ま
し
た
。
ナ
マ
コ
の
増
養
殖
事

業
と
併
せ
、
漁
業
者
の
所
得
向
上
を
継
続
し

て
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
者
の
安
全
操
業
や
防
災
対
策

を
は
か
る
た
め
、
各
漁
港
の
整
備
を
関
係
機

関
に
引
き
続
き
要
望
し
ま
す
。

　

藻
場
∞
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
は
、

藻
場
造
成
区
の
維
持
管
理
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
藻
場
の
回
復
と
保
全
に
取
り
組
ん
で

い
る「
神
恵
内
の
海
を
守
る
会
」の
活
動
を
引

き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

水
産
環
境
整
備
事
業
に
よ
る
神
恵
内
赤
石

漁
場（
増
殖
場
）の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
へ
早
期
完
成
を
要
望
し
ま
す
。

【
水
産
業
の
振
興
】

▼
活
魚
蓄
養
セ
ン
タ
ー
修
繕

 

３
５
０
万
円

▼
水
産
技
術
支
援
業
務　

 

６
５
０
万
円

▼
ト
ド
被
害
対
策
事
業
補
助
金

 

１
０
０
万
円

▼
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
金 

10
万
円

▼
神
恵
内
救
難
所
運
営
事
業
補
助
金

 

30
万
円

▼
密
漁
防
止
対
策
事
業
補
助
金 

40
万
円

▼
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
負
担
金

 

３
万
７
千
円

▼
古
宇
郡
漁
協
青
年
女
性
部
育
成
事
業
補
助

金 

72
万
円

▼
古
宇
郡
漁
協
経
営
助
成
事
業
補
助
金

 

１
２
２
万
９
千
円

▼
漁
業
者
ハ
ン
タ
ー
育
成
補
助
金 

20
万
円

▼
水
産
基
盤
整
備
事
業
地
元
負
担
金

 
３
２
０
万
円

▼
新
規
漁
業
就
業
者
支
援
補
助
金 

64
万
円

【
漁
港
・
漁
場
の
整
備
】

▼
神
恵
内
村
藻
場
∞
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業 

１
２
０
０
万
円

▼
神
恵
内
漁
港
照
明
柱
取
替
事
業 

70
万
円

▼
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業

　
（
神
恵
内
漁
港
本
港
地
区
）

　
　

・
マ
イ
ナ
ス
３･

０
ｍ
岸
壁（
補
修
）

 

Ｌ
＝
70
ｍ

　
（
神
恵
内
漁
港
赤
石
地
区
）

　
　

・
南
防
波
堤（
補
修
） 

Ｌ
＝
30
ｍ

▼
水
産
環
境
整
備
事
業

　
（
二
ノ
目
沖
魚
礁
）

　
　

・
Ｆ
Ｐ
魚
礁
３･

０
０ 

２
２
４
個

　
（
川
白
沖
合
魚
礁
）

　
　

・
生
物
調
査
委
託
業
務　

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
一
式

　
（
神
恵
内
大
森
増
殖
場
災
害
復
旧
工
事
）

　
　

・
復
旧
面
積 

Ａ
＝
４
２
８
９
㎡

　
　
　

六
脚
ブ
ロ
ッ
ク
１
個

　
　
　
　
（
製
作
・
運
搬
・
据
付
）

　
　
　

六
脚
ブ
ロ
ッ
ク
35
個

　
　
　
　
（
撤
去
・
設
置
）

　
　
　

大
割
石　

３
８
６
０
㎥

　
　
　

中
割
石　

１
５
８
７
㎥
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◇
農
林
業
の
振
興

　

今
年
度
も「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」の
開
設

を
目
標
に
こ
れ
ま
で
試
験
栽
培
を
行
っ
て
い

た
約
10
ア
ー
ル
の
水
田
を
継
続
実
施
す
る
と

と
も
に
、
各
種
野
菜
の
試
験
栽
培
を
実
施
し

ま
す
。

　

神
恵
内
村
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
や
村
内
外
の
支

援
者
の
協
力
を
得
て
、
体
験
型
の
田
植
え
や

稲
刈
り
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
交
流
の
場
を
創

出
し
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
を
は

か
る
と
と
も
に
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
開
設

に
向
け
た
準
備
を
す
す
め
ま
す
。

　

収
穫
し
た
作
物
は
学
校
給
食
な
ど
に
提
供

し
、
食
育
活
動
に
活
用
す
る
ほ
か
、
村
民
に

還
元
す
る
た
め
温
泉
施
設
や
道
の
駅
で
販
売

し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
等
に
つ

い
て
支
援
対
策
を
実
施
し
、
農
業
振
興
に
努

め
ま
す
。

　

森
林
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
働
き
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
生
か
す
た
め
に

適
正
な
保
全
管
理
に
努
め
ま
す
。

▼
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
事
業

 

１
３
５
万
４
千
円

▼
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

 

１
５
０
万
円

▼
森
林
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
オ
ル
ソ
画
像
変

換
事
業 

18
万
７
千
円

▼
森
林
所
有
者
情
報
整
備
事
業 

 

23
万
１
千
円

◇
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
は
本
年
度
が

最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
地
域
商
社
事
業
や

積
丹
半
島
地
域
活
性
化
協
議
会
へ
の
運
営
補

助
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
漁
協
が
実

施
す
る
ウ
ニ
・
ナ
マ
コ
の
増
養
殖
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
１
期
総
合
戦
略
も
最
終
年
と
な

る
た
め
、
事
業
成
果
を
検
証
し
今
後
の
各
種

事
業
の
展
開
方
針
を
検
討
し
ま
す
。

▼
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業

 

６
７
８
７
万
円

◇
道
路
整
備
事
業

　

村
道
に
つ
い
て
は
支
障
箇
所
を
補
修
し
、

冬
場
も
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
電
気
設
備
の
改
修
工
事
を

行
う
な
ど
、
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

村
道
の
効
率
的
な
維
持
管
理
や
計
画
的
な
道

路
整
備
の
た
め
道
路
台
帳
の
更
新
に
着
手
し

ま
す
。

▼
道
路
維
持
補
修
費 

６
８
０
万
円

▼
道
路
台
帳
更
新
業
務 

１
５
０
万
円

▼
公
共
駐
車
場
整
備
事
業 

４
６
５
０
万
円

▼
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
分
電
盤
改
修
事
業

 

２
６
５
０
万
円

▼
茶
屋
町
橋
フ
ー
ド
塗
替
事
業

 

１
５
０
万
円

　

一
般
国
道
２
２
９
号
は
、
地
域
振
興
や
地

域
住
民
の
生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持
ち
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
維

持
・
補
修
や
災
害
対
応
等
の
整
備
を
関
係
機

関
に
対
し
要
請
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
道
９
９
８
号
線
は
、
防
災
対
策

上
重
要
な
避
難
道
路
と
な
る
こ
と
か
ら
、
関

係
機
関
に
対
し
、
防
雪
・
防
災
対
策
の
充
実

を
要
請
し
ま
す
。

◇
除
雪
対
策

　

住
民
生
活
に
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
、
除

雪
作
業
を
円
滑
に
実
施
し
、
冬
期
間
の
安
全

な
通
行
を
確
保
し
ま
す
。

▼
除
雪
費 

６
９
３
５
万
円

◇
河
川
整
備
事
業

　

異
常
気
象
等
に
伴
う
河
川
災
害
の
未
然
防

止
に
む
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
適
切

な
管
理
に
努
め
ま
す
。

▼
河
川
維
持
費 

２
６
８
万
円

小樽開発建設部事業計画概要

事　業　名

一般国道229号
神恵内村
西の河原橋補修
外一連工事

事　業　概　要 施工時期

西の河原橋補修Ｎ＝１橋
赤石橋補修Ｎ＝１橋

Ｒ２.３
　～Ｒ３.１

一般国道229号
神恵内村
川白法面
外一連工事

神恵内工区
　　：法面工Ａ＝900㎡
赤石工区
　　：法面工Ａ＝350㎡
窓岩工区
　　：法面工Ａ＝800㎡
西の河原工区
　　：擁壁工Ｈ＝４ｍ
　　　　　　Ｌ＝15ｍ

Ｒ２.６
　～Ｒ３.３

小樽建設管理部事業計画概要

事　業　名

古平神恵内線
防災安全Ｂ
（地方道）工事

事　業　概　要 施工時期

乙部沢シェルター補修
（断面補修・防水層の更新）
一式

八番の沢シェルター補修
（断面補修・防水層の更新）
一式

Ｒ２.６
　～Ｒ３.３

７

土
木
関
係
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◇
砂
防
整
備
事
業

　

平
成
28
年
度
か
ら
北
海
道
が
進
め
て
き
た

珊
内
川
砂
防
事
業
は
、
１
号
砂
防
堰
堤
等
の

改
良
工
事
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
流
域
全
体
の
早
期
完
成
を
関

係
機
関
に
対
し
要
請
し
ま
す
。

◇
治
山
事
業

　

赤
石
地
区
他
１
地
区
の
治
山
事
業
に
つ
い

て
は
、
北
海
道
が
実
施
し
ま
す
。

　

他
の
要
望
箇
所
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

関
係
機
関
に
対
し
早
期
着
手
を
要
請
し
ま

す
。

▼
積
丹
半
島
地
域
山
地
災
害
重
点
地
域
総
合

対
策
事
業 

１
箇
所

▼
北
後
志
地
区
小
規
模
治
山
事
業　

１
箇
所

◇
住
環
境
整
備
事
業

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
等
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
維
持

管
理
や
修
繕
を
行
い
、
快
適
な
住
環
境
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

▼
酉
ヶ
丘
団
地
改
修
事
業 

１
４
０
０
万
円

　

村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
生
き
生
き

と
学
び
育
つ
た
め
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し

て
教
育
行
政
を
進
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
小
学
校
体
育
館
の
床
と
照
明
器

具
の
改
修
を
行
い
、
教
育
環
境
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

▼
教
育
費 

１
億
４
２
０
０
万
円

　

北
海
道
電
力
㈱
泊
発
電
所
は
、
こ
れ
ま
で

北
海
道
の
電
力
の
安
定
供
給
を
担
い
、
道
民

の
生
活
や
地
域
経
済
を
支
え
て
き
ま
し
た

が
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
契

機
に
各
種
の
安
全
対
策
が
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

発
電
が
停
止
し
て
ま
も
な
く
８
年
が
経
ち

ま
す
が
、
現
在
も
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お

い
て
新
規
制
基
準
へ
の
適
合
性
の
審
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
審
査
状
況
を
注

視
す
る
と
と
も
に
泊
発
電
所
へ
の
立
入
調
査

や
平
常
時
に
お
け
る
放
射
線
の
監
視
、
原
子

力
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
安
全
対
策
の
強
化

に
努
め
ま
す
。 

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
様
々
な
発

電
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
重
要
性
や
放
射
線
に
対
す
る
正
し
い
知
識

の
習
得
を
目
的
と
し
た
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
見
学
会
や
、
青
森
県
六
カ
所
村
の
原
子
力

サ
イ
ク
ル
施
設
等
の
見
学
会
を
実
施
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
や
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
研

修
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

▼
原
子
力
発
電
対
策
費 

６
４
０
万
円

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
業
務
は
、
後
志

広
域
連
合
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

保
険
税
の
賦
課
と
徴
収
事
務
及
び
資
格
の
変

更
や
各
種
申
請
の
手
続
き
は
、
役
場
窓
口
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
計
で
は
、
後
志
広
域
連
合
へ
の
分
賦

金
、
特
定
健
康
診
査
等
の
委
託
料
、
保
険
税

の
賦
課
と
徴
収
に
係
る
事
務
費
を
計
上
し
て

お
り
、
適
正
な
執
行
に
努
め
ま
す
。

▼
一
般
会
計
繰
入
金 

１
４
５
７
万
７
千
円

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
い
て

事
務
の
大
半
が
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
保

険
料
の
徴
収
や
被
保
険
者
証
の
交
付
、
各
種

申
請
手
続
き
は
、
役
場
窓
口
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

本
会
計
で
は
、
保
険
料
の
徴
収
と
事
務
費

を
計
上
し
て
お
り
、
適
正
な
執
行
に
努
め
ま

す
。

▼
一
般
会
計
繰
入
金 

２
４
８
８
万
円

Ⅳ
．
特

別

会

計

８

文
教
施
策

９

泊
発
電
所

１
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

２
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

小樽建設管理部事業計画概要

事　業　名

珊内川大規模特定
砂防事業（補助）

事　業　概　要 施工時期

本堰堤工Ｖ＝700㎥（左岸側）
副堰堤工Ｖ＝620㎥（左岸側）
側壁護岸工Ｖ＝174㎥（左岸側）
管理用道路Ｌ＝560ｍ

Ｒ２.９
　～Ｒ３.３
　（予定）
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本
会
計
で
は
、「
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」に
基
づ
き
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

連
携
し
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
な
ど
介
護
給
付
対
象
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
は
か
り
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
ま

す
。

▼
一
般
会
計
繰
入
金 

40
万
円

　

村
民
に
安
全
で
安
心
な
水
を
安
定
的
に
供

給
す
る
た
め
、
簡
易
水
道
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
定
し
た
給
水
が
で
き
る
よ
う
老
朽
化
し

た
配
水
管
を
更
新
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
継
続
事
業
と
し
て
神
恵
内
市

街
地
・
ツ
ボ
石
地
区
の
配
水
管
、
給
水
管
の

整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
４
月
１
日
の
公
営
企
業

法
適
用
移
行
に
備
え
、
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

▼
簡
易
水
道
事
業
法
適
用
化
基
本
計
画
策
定

支
援
業
務 

３
０
０
万
円

▼
配
水
管
改
修
事
業 

１
億
４
３
２
０
万
円

▼
一
般
会
計
繰
入
金 

８
５
０
２
万
円

　

以
上
、
令
和
２
年
度
村
政
執
行
の
所
信
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
は
、
新
し
い
役
場
庁
舎
が
完
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
多
く
の
先

人
が
英
知
を
結
集
し
て
切
り
開
い
た
神
恵
内

村
を
、
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、

未
来
に
夢
と
希
望
を
持
て
る
〝
ま
ち
〞
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
村
民
皆
様
の

一
層
の
ご
指
導
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
第
１
回
神
恵
内
村
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
所
管

す
る
教
育
行
政
の
執
行
に
関
す
る

主
要
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

青 塚 芳 朝教育長

教
育
行
政
執
行
方
針

令
和
２
年
度

　

令
和
の
新
た
な
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
本

村
に
お
い
て
は
、
過
疎
化
に
よ
る
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
が
な
お
一
層
進
む
状
況
の
中
、

人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）を
は
じ
め
と
し
た
急
速
な

技
術
革
新
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
い
っ

た
社
会
構
造
の
変
化
は
、
私
た
ち
の
予
測
を

は
る
か
に
大
き
く
超
え
て
進
ん
で
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
予
測
困
難
な
時
代
に
あ
っ
て
、

新
し
い
時
代
を
自
ら
の
力
で
切
り
拓
き
、
自

分
ら
し
く
力
強
く
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
こ

と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に
挑
戦
し
な
が

ら
、
自
ら
の
可
能
性
を
発
揮
し
、
そ
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
豊

か
な
人
間
性
と
健
や
か
な
身
体
を
育
成
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
神
恵

内
村
教
育
大
綱
」の
基
本
理
念
・
方
針
に
基

づ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
共
に
支
え
合
い
、
た
く

ま
し
い
人
材
へ
と
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

と
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
教
育
行
政
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
が
生
涯
に
わ
た
り
自
ら
を
高
め
、
心

豊
か
に
学
び
、
明
る
く
、
楽
し
く
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
村
民
の
多

様
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
情
報
や
機

会
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
習
環
境

の
整
備
・
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．
全
村
教
育
の
推
進

３
介
護
保
険
特
別
会
計

む
　
す
　
び

４
簡
易
水
道
特
別
会
計
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第
１
回
村
議
会
定
例
会
が
３
月
10
日
〜
12
日

の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
等
19
件
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
１
号
〉

▼
令
和
元
年
度
神
恵
内
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
９
７
１

万
円
を
減
額
し
、
そ
れ
ぞ
れ
28
億
６
３
４
４
万

円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
歳
入
に
お
い
て
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
で
１
９
９
１
万
円
の
減
額
が
主
な

も
の
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
保
育
所
等
複
合
施
設
建

設
工
事
で
９
３
５
万
円
の
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
２
号
〉

▼
令
和
元
年
度
神
恵
内
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
40
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

４
５
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
歳
入
に
お
い
て
は
そ
の
他

一
般
会
計
繰
入
金
で
40
万
円
の
追
加
、
歳
出
に

お
い
て
は
、
後
志
広
域
連
合
分
賦
金
で
30
万
円

の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
３
号
〉

▼
令
和
２
年
度
神
恵
内
村
一
般
会
計
予
算

〈
議
案
第
４
号
〉

▼
令
和
２
年
度
神
恵
内
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

〈
議
案
第
５
号
〉

▼
令
和
２
年
度
神
恵
内
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

〈
議
案
第
６
号
〉

▼
令
和
２
年
度
神
恵
内
村
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

〈
議
案
第
７
号
〉

▼
令
和
２
年
度
神
恵
内
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算

　

議
案
第
３
号
か
ら
第
７
号
ま
で
の
令
和
２
年

度
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
村
政
執
行
方
針

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
議
案
第
８
号
〉

▼
神
恵
内
保
育
所
等
複
合
施
設
設
置
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

施
設
の
完
成
に
伴
い
、
４
月
か
ら
供
用
開
始

す
る
こ
と
か
ら
新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
９
号
〉

▼
神
恵
内
村
遊
休
施
設
等
利
活
用
促
進
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

現
在
の
保
育
所
が
遊
休
施
設
と
な
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
の
条
例
を

新
た
に
制
定
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
10
号
〉

▼
神
恵
内
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

成
年
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置

の
適
正
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
文
言
を

整
理
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
11
号
〉

▼
神
恵
内
村
赤
石
集
会
所
施
設
維
持
運
営
基
金
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

神
恵
内
村
財
務
会
計
規
則
か
ら
歳
出
予
算
に

か
か
る
節
の
区
分
７
節
賃
金
が
削
除
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
関
係
す
る
基
金
条
例
か
ら
賃
金
の

文
言
を
削
除
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
12
号
〉

▼
神
恵
内
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
み
な
し
支
援
員
に
係

る
経
過
措
置
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
文

言
を
整
理
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
13
号
〉

▼
神
恵
内
村
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

保
育
所
の
設
置
場
所
を
変
更
す
る
こ
と
に
伴

い
、
文
言
を
整
理
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
14
号
〉

▼
神
恵
内
村
放
課
後
児
童
対
策
事
業
実
施
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
場
所
を
変
更
す

る
こ
と
に
伴
い
、
文
言
を
整
理
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
15
号
〉

▼
神
恵
内
青
少
年
旅
行
村
施
設
の
管
理
運
営
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

施
設
の
新
設
、
廃
止
、
使
用
料
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
文
言
を
整
理
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
16
号
〉

▼
神
恵
内
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〈
議
案
第
17
号
〉

▼
神
恵
内
村
後
継
者
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

民
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
連
帯
保
証
人
が

担
保
す
る
債
権
の
限
度
額
を
定
め
ま
し
た
。

〈
議
案
第
18
号
〉

▼
神
恵
内
村
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
の
策
定

に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
10
か
年
の
基

本
構
想
を
策
定
し
、議
会
の
議
決
を
求
め
ま
し
た
。

〈
議
案
第
19
号
〉

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　

本
年
４
月
26
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
長

浜
和
智
さ
ん
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

〈
意
見
案
第
１
号
〉

▼
厚
生
労
働
省
に
よ
る「
地
域
医
療
構
想
」推
進

の
た
め
の
公
立
・
公
的
病
院
の「
再
編
・
統
合
」

に
抗
議
し
、
地
域
医
療
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
が
、
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え

た
具
体
的
対
応
方
針
の
再
検
証
対
象
と
し
て
公

表
し
た
、
道
内
54
病
院
を
含
む
リ
ス
ト
と
、
再

検
証
そ
の
も
の
を
撤
回
し
、
地
域
医
療
を
守
る
観

点
か
ら
よ
り
一
層
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
求
め
て

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

〈
決
議
案
第
１
号
〉

▼「
民
族
共
生
の
未
来
を
切
り
開
く
」決
議

　

ア
イ
ヌ
文
化
の
復
興
・
発
展
の
拠
点
と
な
る

ウ
ポ
ポ
イ（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）の
開
設
を
機

に
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
民
族
共
生
社
会
を
作
り

上
げ
て
い
く
決
意
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
第
４
次
神
恵
内
村
全
村
教
育
総
合

計
画（
前
期
計
画
）」に
基
づ
き
、
本
村
の
抱

え
る
課
題
等
を
考
慮
し
な
が
ら
社
会
の
変
化

に
対
応
し
た
実
行
性
の
高
い
も
の
に
す
る
た

め
、学
校
・
家
庭
・
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
・

協
力
し
、
全
村
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
度
の
児
童
生
徒
数
は
、
小
学
校
33
名
、

中
学
校
17
名
の
予
定
で
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
急
速
に
変
化
す

る
社
会
情
勢
に
お
い
て
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
切
り
拓
く
た
め
の

必
要
な
資
質
・
能
力
を
社
会
と
共
有
し
連
携

す
る「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」の
実
現
、

確
か
な
学
力
を
育
む「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」に
向
け
た
研
修
及
び
実
践
、
効

果
的
な
教
育
を
行
う
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に

基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
踏
ま
え
、

確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な
身
体

な
ど
の
生
き
る
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む
調

和
の
と
れ
た
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
は
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
等
の
各
調
査
結
果
を
も
と
に
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況
を
把
握

し
、
学
力
向
上
に
向
け
た
検
証
と
改
善
の
サ

イ
ク
ル
を
軸
と
し
た
確
か
な
学
力
の
育
成
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
確
か
な
学
力

の
定
着
に
つ
い
て
は
、
日
々
の
授
業
改
善
を

は
じ
め
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
、
学
習

習
慣
の
定
着
や
補
充
的
な
指
導
等
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
学
習
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
の「
学
ぶ
力
」の
育
成
を
図
る
た
め
、
家
庭

と
の
連
携
・
協
力
の
も
と
家
庭
学
習
の
一
層

の
習
慣
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度

は
、
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
家
庭
で
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
学
習
を
奨
励
し
、
家
庭
に
お

け
る
学
習
意
欲
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
小
中
連
携
に
よ
る
義
務
教
育

９
年
間
を
見
通
し
た
一
貫
性
、
連
続
性
の
あ

る
学
習
指
導
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

小
学
校
へ
の
円
滑
な
接
続
の
た
め
、
引
き

続
き
保
育
所
と
の
連
携
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

特
別
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
に
切

れ
目
の
な
い
一
貫
し
た
教
育
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
関
係
機
関

等
が
連
携
し
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
つ
い

て
の
個
別
の
指
導
計
画
及
び
支
援
計
画
に
基

づ
い
て
、
子
ど
も
の
持
て
る
力
を
高
め
、
生

活
や
学
習
上
の
困
難
を
改
善
、
ま
た
は
克
服

す
る
た
め
の
適
切
な
指
導
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
小
学
校
に
特
別
支
援

教
育
支
援
員
を
２
名
配
置
し
、
担
任
と
連
携

し
た
き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
９
年

間
を
通
し
て
、
生
命
を
大
切
に
す
る
心
や
他

人
を
思
い
や
る
心
、
規
範
意
識
等
の
道
徳
性

が
育
ま
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
校
内
研
修
の

開
催
や
校
外
研
修
へ
の
参
加
に
よ
る
指
導
方

法
の
工
夫
改
善
に
取
組
、
道
徳
教
育
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
教
育
活
動

や
学
校
外
で
の
社
会
活
動
等
を
通
し
て
、
生

ま
れ
育
っ
た
地
域
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、

伝
統
、
文
化
な
ど
に
対
す
る
理
解
を
促
進
し
、

ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
情
を
持
ち
、
村
づ
く

り
に
積
極
的
に
参
加
す
る
人
材
の
育
成
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
地
震
や
津
波
、

台
風
な
ど
自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

必
要
な
知
識
や
能
力
等
の
育
成
に
向
け
て
、

地
域
と
連
携
し
た
防
災
教
育
の
一
層
の
充
実

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
危
機

管
理
体
制
の
強
化
と
意
識
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
教
師
と
生
徒
の

信
頼
関
係
及
び
児
童
生
徒
間
の
望
ま
し
い
人

間
関
係
の
構
築
を
図
り
、
相
談
体
制
や
支
援

体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
が
笑
顔
で
元
気
に
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、「
神
恵
内
村
子
ど
も
の
い
じ
め
の
防

止
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
組
織
体
制
等

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応

の
取
組
を
徹
底
し
、
い
じ
め
の
根
絶
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
の
被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
、

家
庭
や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
情
報
モ
ラ

ル
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
国
際
化
に
向

け
て
、
子
ど
も
た
ち
が
英
語
で
日
常
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
外

国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）１
名
を
配
置
し
、

国
際
理
解
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
と
し
て
、

引
き
続
き
保
育
所
で
の
外
国
語
活
動
や
村
民

を
対
象
と
し
た
英
会
話
教
室
を
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。

▼
外
国
語
指
導
業
務
委
託
料５

８
１
万
６
千
円

　

教
職
員
の
資
質
能
力
向
上
に
つ
い
て
は
、

教
育
局
指
導
主
事
に
よ
る
学
校
教
育
指
導
の

活
用
や
後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め

外
部
教
育
研
究
機
関
が
行
う
各
種
研
修
会
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
促
進
し
、
教
職
員
の
実

践
的
指
導
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

体
罰
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
人
権

を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
根
絶

に
向
け
た
取
組
を
促
し
、
ま
た
、
教
職
員
の

不
祥
事
防
止
に
向
け
た
指
導
の
徹
底
を
図
り
、

服
務
規
律
の
保
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
学
校
教
育
の
推
進



（12）

　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、

「
神
恵
内
村
に
お
け
る
働
き
方
改
革
行
動
計

画
」並
び
に「
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指
導

の
方
針
」に
基
づ
く
取
組
を
し
っ
か
り
と
検

証
す
る
ほ
か
、
国
か
ら
示
さ
れ
た「
学
校
の

教
育
職
員
の
在
校
等
時
間
の
上
限
等
に
関
す

る
方
針
」を
踏
ま
え
、
計
画
等
の
見
直
し
や

改
善
を
図
り
、
教
員
の
負
担
軽
減
と
と
も
に

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
に
向
け
、

学
校
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
導
入
し
、

教
職
員
一
人
ひ
と
り
の
勤
務
時
間
の
適
切
な

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
教
職
員
研
修
委
託
料 

20
万
円

▼
教
育
研
究
会
補
助
金 

15
万
円

▼
後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
負
担
金

 

30
万
２
千
円

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
共
同

調
理
場
の
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
り
、
地
元

食
材
を
含
め
安
全
・
安
心
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
給
食
を
今
後
も
工
夫
改
善
を
図
り

な
が
ら
提
供
に
努
め
、
学
校
給
食
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
し
栄
養
教
諭
に
よ

る
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い

食
習
慣
の
指
導
を
行
い
、
食
育
の
取
組
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
家
庭
に
お
け
る
食
育
で
は
、
引

き
続
き
給
食
だ
よ
り
に
よ
る
情
報
発
信
や
参

観
日
を
活
用
し
た
親
子
給
食
の
実
施
に
よ
り
、

食
に
関
す
る
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
給

食
費
の
半
額
を
助
成
し
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

▼
地
場
産
品
活
用
促
進
賄
材
料
費 

40
万
円

▼
給
食
食
器
等
購
入
費 

７
万
円

▼
学
校
給
食
費
補
助
金　

 

１
４
１
万
８
千
円

　

児
童
生
徒
の
健
康
の
保
持
増
進
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
も
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
き
、

内
科
検
診
を
は
じ
め
各
種
予
防
事
業
を
家
庭

と
の
連
絡
を
密
に
実
施
し
、
適
正
な
保
健
指

導
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
各
種
検
診
を
支
援
し
、
受
診
率
の

向
上
と
と
も
に
健
康
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

▼
児
童
生
徒
健
康
診
査
事
業
費

 

19
万
１
千
円

▼
教
職
員
健
康
診
査
事
業
費 

58
万
８
千
円

　

教
育
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も

引
き
続
き
体
育
文
化
行
事
出
場
経
費
を
は
じ

め
児
童
生
徒
の
修
学
旅
行
費
及
び
宿
泊
研
修

費
並
び
に
漢
字
検
定
等
検
定
料
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
教
育
援
助
資

金
や
高
等
学
校
生
徒
の
通
学
及
び
下
宿
等
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
を
図
り
子
育
て
支
援
に
努
め
る
と

と
も
に
、
大
学
等
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
を

継
続
し
て
実
施
し
、
就
学
支
援
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
新
た
に
家
庭
学
習
支
援

と
し
て
、
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
学
習
意

欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
家
庭
で

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
学
習
す
る

場
合
の
利
用
料
の
一
部
を
助
成
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
学
習
に
係
る
保
護
者
負
担
の
軽

減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
体
育
文
化
行
事
出
場
補
助
金 

20
万
円

▼
修
学
旅
行
費
補
助
金 

33
万
円

▼
宿
泊
研
修
費
補
助
金 

２
万
５
千
円

▼
各
種
検
定
料
補
助
金 

14
万
５
千
円

▼
教
育
援
助
資
金 

18
万
円

▼
高
校
生
通
学
費
等
助
成
金

 

３
１
４
万
４
千
円

▼
奨
学
金
給
付
金 

３
８
４
万
円

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
学
習
支
援
助
成
金

 

６
万
６
千
円

　

地
域
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く

り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
の
学
校

だ
よ
り
や
村
広
報
誌
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
は
、

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
活
用
し
て
学
校
行
事
の
周

知
な
ど
、
学
校
運
営
や
教
育
活
動
の
状
況
を

積
極
的
に
提
供
、
報
告
し
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
に
よ
る
情
報
の
共
有
化
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
関
係
者
評
価
の
結
果
や
保
護

者
、
地
域
の
意
見
を
踏
ま
え
、
一
層
信
頼
さ

れ
る
よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
取

り
巻
く
問
題
や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
保

護
者
や
地
域
住
民
が
学
校
と
目
標
や
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
し
、「
学
校
の
応
援
団
」と
し
て
学

校
運
営
に
積
極
的
に
参
画
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学
校
運
営
協
議
会
）」を

令
和
２
年
４
月
か
ら
導
入
し
、学
校
、保
護
者
、

地
域
が
双
方
向
で
連
携
し
協
力
し
合
う
体
制

を
確
立
し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
学
校
教

育
を
円
滑
に
効
率
よ
く
推
進
す
る
た
め
、
教

育
機
器
や
教
材
備
品
な
ど
の
計
画
的
な
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
の
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
国
か
ら

示
さ
れ
た「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」に
基

づ
い
て
、
児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
の
環
境

整
備
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
関
係
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
学

校
施
設
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
性
の
確
保
を

第
一
に
考
え
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る

と
と
も
に
、
各
施
設
の
状
況
を
把
握
の
う
え
、

計
画
的
な
修
繕
や
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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特
に
、
本
年
度
は
小
学
校
体
育
館
照
明
器

具
及
び
床
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
機
器
使
用
料

 

６
５
４
万
５
千
円

▼
小
学
校
体
育
館
照
明
器
具
・
床
改
修
事
業

 

３
４
１
０
万
円

　

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
び
、
生
き
が
い
や
心
身
の
健
康
増
進
を

支
援
し
、
幅
広
い
分
野
の
学
習
機
会
を
提
供

す
る
な
ど
、
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
深
く

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
村
民
の
皆
様
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
お
け
る
様
々
な
学
習
意
欲
を
把
握

し
、
心
豊
か
に
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
学
習
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
活

力
あ
る
社
会
教
育
の
推
進
に
向
け
た
各
種
事

業
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

生
涯
学
習
館
の
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
ま

す
。

▼
社
会
教
育
関
係
団
体
補
助
金 

21
万
円

▼
生
涯
学
習
館
管
理
費 

１
７
１
万
円

　

文
化
芸
術
は
、
人
々
の
創
造
性
豊
か
で
潤

い
と
活
力
に
満
ち
た
社
会
の
形
成
に
必
要
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
村
民
に
文
化
芸
術
に
触

れ
親
し
み
学
ぶ
機
会
と
し
て
文
化
芸
術
鑑
賞

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
伝
統
文
化
や
郷
土
の
歴
史
は
、
村
の

発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
神
恵
内
村
の
貴
重

な
遺
産
で
あ
り
ま
す
文
化
財
や
歴
史
的
資
料

を
郷
土
学
習
に
有
効
活
用
し
、
ふ
る
さ
と
教

育
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

郷
土
資
料
館
の
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
ま

す
。

　

日
本
郷
土
玩
具
館
に
つ
い
て
は
、
日
本
古

来
の
文
化
を
、
村
内
外
の
多
く
の
方
々
に
提

供
で
き
る
よ
う
、
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行

い
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

▼
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業
委
託
料 

37
万
円

▼
郷
土
資
料
館
管
理
費 

90
万
円

▼
日
本
郷
土
玩
具
館
管
理
費 

89
万
円

　

長
寿
大
学「
ト
ド
松
学
級
」に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
の
方
々
が
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
や

技
術
を
生
か
し
て
活
躍
す
る
機
会
の
創
出
や

互
い
に
交
流
し
学
び
合
う
場
と
し
て「
楽
し

ん
で
学
ぶ
」を
合
言
葉
に
、
今
後
も
学
習
内

容
の
工
夫
改
善
を
図
り
、
引
き
続
き
開
催
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
涯
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心
身
の
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ

を
は
じ
め
健
康
増
進
等
、
生
活
に
潤
い
と
元

気
を
も
た
ら
し
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
生

き
て
い
く
う
え
で
大
変
重
要
な
要
素
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
、
各
種
関
係
団
体
の
協
力
の
も
と
、
村

民
一
人
ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ
を
気
軽
に
生
き

生
き
と
楽
し
む
機
会
の
提
供
と
環
境
づ
く
り
、

そ
し
て
健
康
増
進
を
図
る
た
め
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
開
催
に
向
け
て
、
今
後
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
体
育
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
行
い
、
活
動
の
充

実
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
振
興
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
社
会
体
育
団
体
活
動
補
助 

26
万
５
千
円

▼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
補
助
金 

52
万
円

▼
村
民
運
動
会
補
助
金 

57
万
円

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
費
補
助
金

 

２
５
０
万
円

　

図
書
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
多

く
の
方
々
に
読
書
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め

利
用
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
蔵
書
の

整
備
・
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
適
切
な

管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た

「
神
恵
内
村
子
ど
も
の
読
書
活
動
計
画
」に
基

づ
き
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

▼
図
書
購
入
費 

10
万
円

　

以
上
、
令
和
２
年
度
の
教
育
行
政
の
執
行

に
関
す
る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
村
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
に
誇
り
を

も
ち
未
来
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
成
長
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
一
体
と

な
っ
て
育
む
学
校
教
育
の
充
実
と
、
村
民
一

人
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
学
び
合
い
、
互
い

に
支
え
合
い
、
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
は
も
と
よ
り
、
関

係
機
関
・
団
体
等
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
本
村
教
育
の
よ
り
一
層
の
充
実
・

発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

村
理
事
者
・
議
会
並
び
に
村
民
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

３
．
社
会
教
育
の
推
進



第
１
回

村
議
会
定
例
会

議
会
だ
よ
り
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第
１
回
村
議
会
定
例
会
が
３
月
10
日
〜
12
日

の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
等
19
件
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
１
号
〉

▼
令
和
元
年
度
神
恵
内
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
９
７
１

万
円
を
減
額
し
、
そ
れ
ぞ
れ
28
億
６
３
４
４
万

円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
歳
入
に
お
い
て
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
で
１
９
９
１
万
円
の
減
額
が
主
な

も
の
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
保
育
所
等
複
合
施
設
建

設
工
事
で
９
３
５
万
円
の
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
２
号
〉

▼
令
和
元
年
度
神
恵
内
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
40
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

４
５
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
歳
入
に
お
い
て
は
そ
の
他

一
般
会
計
繰
入
金
で
40
万
円
の
追
加
、
歳
出
に

お
い
て
は
、
後
志
広
域
連
合
分
賦
金
で
30
万
円

の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
３
号
〉

▼
令
和
２
年
度
神
恵
内
村
一
般
会
計
予
算

〈
議
案
第
４
号
〉

▼
令
和
２
年
度
神
恵
内
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

〈
議
案
第
５
号
〉

▼
令
和
２
年
度
神
恵
内
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

〈
議
案
第
６
号
〉

▼
令
和
２
年
度
神
恵
内
村
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

〈
議
案
第
７
号
〉

▼
令
和
２
年
度
神
恵
内
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算

　

議
案
第
３
号
か
ら
第
７
号
ま
で
の
令
和
２
年

度
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
村
政
執
行
方
針

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
議
案
第
８
号
〉

▼
神
恵
内
保
育
所
等
複
合
施
設
設
置
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

施
設
の
完
成
に
伴
い
、
４
月
か
ら
供
用
開
始

す
る
こ
と
か
ら
新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
９
号
〉

▼
神
恵
内
村
遊
休
施
設
等
利
活
用
促
進
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

現
在
の
保
育
所
が
遊
休
施
設
と
な
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
の
条
例
を

新
た
に
制
定
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
10
号
〉

▼
神
恵
内
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

成
年
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置

の
適
正
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
文
言
を

整
理
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
11
号
〉

▼
神
恵
内
村
赤
石
集
会
所
施
設
維
持
運
営
基
金
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

神
恵
内
村
財
務
会
計
規
則
か
ら
歳
出
予
算
に

か
か
る
節
の
区
分
７
節
賃
金
が
削
除
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
関
係
す
る
基
金
条
例
か
ら
賃
金
の

文
言
を
削
除
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
12
号
〉

▼
神
恵
内
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
み
な
し
支
援
員
に
係

る
経
過
措
置
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
文

言
を
整
理
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
13
号
〉

▼
神
恵
内
村
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

保
育
所
の
設
置
場
所
を
変
更
す
る
こ
と
に
伴

い
、
文
言
を
整
理
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
14
号
〉

▼
神
恵
内
村
放
課
後
児
童
対
策
事
業
実
施
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
場
所
を
変
更
す

る
こ
と
に
伴
い
、
文
言
を
整
理
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
15
号
〉

▼
神
恵
内
青
少
年
旅
行
村
施
設
の
管
理
運
営
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

施
設
の
新
設
、
廃
止
、
使
用
料
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
文
言
を
整
理
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
16
号
〉

▼
神
恵
内
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〈
議
案
第
17
号
〉

▼
神
恵
内
村
後
継
者
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

民
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
連
帯
保
証
人
が

担
保
す
る
債
権
の
限
度
額
を
定
め
ま
し
た
。

〈
議
案
第
18
号
〉

▼
神
恵
内
村
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
の
策
定

に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
10
か
年
の
基

本
構
想
を
策
定
し
、議
会
の
議
決
を
求
め
ま
し
た
。

〈
議
案
第
19
号
〉

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　

本
年
４
月
26
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
長

浜
和
智
さ
ん
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

〈
意
見
案
第
１
号
〉

▼
厚
生
労
働
省
に
よ
る「
地
域
医
療
構
想
」推
進

の
た
め
の
公
立
・
公
的
病
院
の「
再
編
・
統
合
」

に
抗
議
し
、
地
域
医
療
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
が
、
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え

た
具
体
的
対
応
方
針
の
再
検
証
対
象
と
し
て
公

表
し
た
、
道
内
54
病
院
を
含
む
リ
ス
ト
と
、
再

検
証
そ
の
も
の
を
撤
回
し
、
地
域
医
療
を
守
る
観

点
か
ら
よ
り
一
層
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
求
め
て

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

〈
決
議
案
第
１
号
〉

▼「
民
族
共
生
の
未
来
を
切
り
開
く
」決
議

　

ア
イ
ヌ
文
化
の
復
興
・
発
展
の
拠
点
と
な
る

ウ
ポ
ポ
イ（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）の
開
設
を
機

に
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
民
族
共
生
社
会
を
作
り

上
げ
て
い
く
決
意
を
決
議
し
ま
し
た
。
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　神恵内保育所等複合施設が完成し、１階は保育所、２階は
地域子育て支援センター及び放課後児童クラブとして４月１
日から供用を開始します。
　施設内は、壁や棚などの面取りや強化ガラスの採用、ドア
に指を挟めないようなものにするなど、子どもの安全に配慮
しました。
　なお、この施設は、原子力発電施設立地地域共生交付金を
活用し、整備しました。

新しい保育所が完成しました！

【 外観 】

【 遊戯室 】１

１

【 保育室 】２

２

【 学童保育室 】３ ３

【 子育て支援室 】 【 遊具・物置 】４

４

１Ｆ

２Ｆ
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新しい消防庁舎が完成しました！

＊ ＊

119通報から出動・搬送の流れ

☎固定電話☎
119通報

携帯電話
119通報

神恵内支署 岩内消防署
転送

要請

出動

先行隊出動要請

Dr.ヘリ・
防災ヘリ
出動要請

搬送先決定後
病院へ搬送

出動

直近の二次医療機関（岩内協会
病院）への搬送を前提に、症状
等から他医療機関へ受入要請
し決定後、傷病者を搬送します。

　津波対策のため、岩内・寿都消防組合消防署神恵内支署庁舎は青少年旅行村入口（住所：大字神恵内村９５番地１５）
に建設し、４月１日より供用開始します。
　新消防庁舎は、事務室と車庫が隣接しているため出動がより迅速になったことや訓練設備の整備を行ったので施設
内外での訓練が可能となり、消防力の向上が図られました。
　なお、新設移転に伴い、神恵内支署の電話番号等は次のとおり変更
します。　
神恵内消防　代表回線（NTT回線）　０１３５－７６－５５００
　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　０１３５－７６－５５１０
　　　　　　村ＩＰ電話　　　　　　　７６－５５００　

　
※村ＩＰ電話回線からは掛かりません。
※携帯電話からの１１９通報は、岩内消防署へ繋がり神恵内支署へ転送されます。

火災
救急　１１９　
救助

緊急通報
（NTT回線）

兼
牽
験
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　３月３日、神恵内保育所でひな祭り会が行われました。
先生からひな祭りについての話を聞いて、ひな人形の呼び
名や意味などを楽しく勉強したあと、みんなで「うれしい
ひなまつり」を大きな声で元気よく歌いました。

保育所ひな祭り会

　３月１３日に神恵内中学校、１９日に神恵内小学校で卒業
式が行われ、２５日には神恵内保育所で修了式が行われま
した。
　当日は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、卒業
生や修了児、保護者のみの式典参加となりましたが、中学

校で６名、小学校で８名、保育所で６
名が旅立ちました。
　式の間に友達や先生たちと過ごし
た日々を思い出して涙を浮かべた子ど
もたちでしたが最後は晴れやかな笑
顔で新たな一歩を踏み出しました。

旅立つ子どもたち

　２月２０日、民宿きのえ荘、まるまん食堂、稲葉屋、神恵
内村歯科診療所、㈲いちき岡田商店で北海道教育委員会
と北海道家庭教育サポート企業等制度の協定を締結しま
した。
　これまでも行っていた職場体験や職場見学の受入、子
どもたちが参加する地域行事の協力・支援とともに、「道民
家庭の日」や「早寝早起き朝ごはん運動」などの普及・啓発
を行い、地域ぐるみで子どもたちを育てる取り組みが進め
られます。

北海道家庭教育サポート
企業等制度の協定を締結

【 中学校卒業式 】

【 保育所修了式 】【 小学校卒業式 】
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【 スポーツ賞 】
◆松本　愛莉（小５）
　全国ホープス北日本ブロック卓球大会
　　女子シングルス　準優勝
◆平井　ゆず（小５）
　道新杯北海道小学生卓球大会
　　５年女子　シングルス　３位
◆澤口　慶太（小２）
　北海道卓球選手権大会
　　バンビの部　男子シングルス　３位
◆松本　心優（小２）
　北海道卓球選手権大会
　　バンビの部　女子シングルス　準優勝
◆神恵内ファイターズ
　第39回道新カップ北海道小学生バレーボール
　道央ブロック大会
　　混合の部　３位
　かんぽ生命ドリームカップ第39回全日本バレーボー
ル小学生大会南北海道大会
　　混合の部　３位
◆神恵内卓球少年団
　全国ホープス北日本ブロック卓球大会
　　女子団体　優勝

【 スポーツ奨励賞 】
◆松尾　澪（小６）
　後志卓球選手権大会
　　ホープスの部　男子シングルス　３位
　第37回北海道小学生陸上競技大会小樽後志地区予
選会
　　男子６年ジャベリックボール投げ　２位
◆新谷　優菜（小６）
　後志卓球選手権大会
　　カデットの部　女子シングルス　３位
　　　　　　　　  女子ダブルス　　３位
　第37回北海道小学生陸上競技大会小樽後志地区予
選会
　　女子６年ジャベリックボール投げ　１位
◆澤口　優希（小５）
　後志卓球選手権大会
　　ホープスの部　女子シングルス　３位
　　カデットの部　女子ダブルス　　３位
　　一般の部　　　女子シングルス　３位

◆佐藤　朱華（小２）
　後志卓球選手権大会
　　バンビの部　女子シングルス　準優勝
◆成田　夕夏（小５）
　第37回北海道小学生陸上競技大会小樽後志地区予
選会
　　女子５年ジャベリックボール投げ　２位
◆池本　想奈（中２）
　2019年度後志中学校バドミントン大会新人戦
　　女子ダブルス　準優勝
◆山王丸　葵（中２）
　2019年度後志中学校バドミントン大会新人戦
　　女子ダブルス　準優勝
◆神恵内中学校バドミントン部（女子）
　後志中学校バドミントン大会
　　女子団体　準優勝

【 文化奨励賞 】
◆金田一　花穂（小３）
　第12回小川原脩記念美術館絵画コンクール
　　「ふるさとを描こう」　ふるさと賞
◆山本　栞那（小６）
　第60回全道漁協みな貯金運動協賛2019年度「海の子
作品展」
　　作文の部　最優秀賞
◆佐藤　朱華（小２）
　第60回全道漁協みな貯金運動協賛2019年度「海の子
作品展」
　　作文の部　佳作
◆板倉　昊汰（小６）
　第60回全道漁協みな貯金運動協賛2019年度「海の子
作品展」
　　作文の部　佳作
◆板谷　緋乃（小６）
　第60回全道漁協みな貯金運動協賛2019年度「海の子
作品展」
　　作文の部　佳作
◆奥川　京香（中２）
　後志中文連英語暗唱大会　優秀賞
◆三浦　さくら子（中３）
　後志中文連英語暗唱大会　優秀賞
◆三浦　桃実（高２）
　高文連後志支部書道展　特選

文化及びスポーツ表彰受賞者決定
　今年度の授与式は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりましたが、スポーツ賞では４個人と２団体、
スポーツ奨励賞では７個人と１団体、文化奨励賞では８個人が受賞となりました。
　受賞者は以下のとおりです。（敬称略）
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防災
かもえない

●問合せ
　総務課総務係
　　☎**７６－５０１１（村内無料）

テーマ
「火山と登山」第  　  回103

　火山は、素晴らしい景観、温泉、良質な土壌など多くの“めぐみ”
を与えてくれますが、時に噴火活動などによって被害をもたら
すこともあります。火山と共に生きる私たちは、火山について
よく知ることが大切です。

●北海道の活火山
　活火山とは、概ね過去１万年以内に噴火した火山及び現在活
発な噴気活動のある火山をいいます。北海道には、北方領土の
１１火山を含めて３１の活火山があります。このうち、雌阿寒岳、
十勝岳、樽前山、有珠山、北海道駒ヶ岳、アトサヌプリ、大雪山、
倶多楽、恵山の９つの火山を、気象庁では２４時間体制で監視し
ています。

●主な火山災害
　火山災害の中でも特に、大きな噴石、火砕流、融雪型火山泥流は、発生から避難までの時間的猶予
がほとんどなく、生命に危険が及ぶ可能性が高いため、噴火警報等を活用した事前の避難が必要です。
また、火山灰は、風によって広く拡散するため、火山から遠く離れた地域であっても、農作物や交通
機関などに影響を及ぼすことがあります。

●火山防災情報
　気象庁は、火山の活動に異常が認められ、居住地域や火口周辺に影響が及ぶ噴火の発生が予想さ
れた場合などには、噴火警報をはじめとする火山防災情報を発表します。これらの情報を活用して適
切な防災行動に結び付けてください。

●登山の注意点
・気象庁ホームページの『火山登山者向けの情報提供ページ』から、火山活動に関する情報、火山防災
マップで危険な場所を確認してください。
・火口付近では突発的な火山灰などの噴出が前触れ無く発生する可能性があります。万が一に備えて
ヘルメットを準備しましょう。
・持物や服装などの装備を整え、十分な食料を用意してください。
・火山に限らず、登山を行う際には、必ず登山計画書を作成し提出してください。
・出発前には最新の気象状況や天気予報を確認し、無理な行動はしないでください。
・火山に関する異常現象を発見したら、地元市町村、警察、気象台などに連絡してください。

【お問合せ先】
札幌管区気象台
地域火山監視･警報センター
☎０１１－６１１－６１７４
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170
載連

よ
う
て
い
法
律
事
務
所

渡
邉
弁
護
士
の
法
律
豆
知
識

ようてい法律事務所
緯 0136－21－6228

弁護士 渡 邉 恵 介

法
律
か
ら
歴
史
が
見
え
る

テ
ー
マ

交
通
安
全
新
聞

交
通
安
全
新
聞

12：00
～ 13：00

運転免許更新時講習日程表（４月･５月）

月 日

10

17

24

８

14

22

金

金

金

金

木

金

13：30
～ 14：00

10：00
～ 12：00

9：00
～ 10：00

10：30
～ 12：30

14：30
～ 16：30

曜
日 会　　場

岩内自動車
学校

岩内自動車
学校

泊村公民館

優　良
講　習
9：00
  ～ 9：30

13：30
～ 14：00

10：00
～ 12：00

9：00
～ 10：00

10：30
～ 12：30

14：30
～ 16：30

9：00
  ～ 9：30

違反者
講　習

一　般
講　習

初　回
講　習

４

５

岩内自動車
学校

岩内自動車
学校

共和町生涯
学習センター

【問合せ】岩内地方交通安全協会連合会（岩内警察署内） 緯62－0110
※注意　免許有効期限内に講習を受講しなければ免許が失効します。

　
「
民
法
」と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
す
。契
約
の
ル
ー
ル
や
、結
婚
、

相
続
と
い
っ
た
家
族
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
た
法
律
で
、
私

達
の
生
活
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
法
律
で
す
。

　

こ
の
民
法
の
中
に
、
あ
る
動
物
が
登
場
す
る
の
で
す
が
、
そ

れ
は
一
体
何
で
し
ょ
う
か
。
人
間
に
一
番
身
近
な
動
物
で
あ
る

犬
？
そ
れ
と
も
、
農
業
に
必
要
だ
っ
た
牛
馬
？

　

答
え
は「
蚕
」で
す
。
蚕
は
、
蚕
の
卵
と
桑
の
葉
の
売
買
に
関

す
る
規
定（
民
法
３
１
１
条
と
３
２
２
条
）に
登
場
し
ま
す
。

　

養
蚕
は
、
明
治
時
代
、
日
本
の
重
要
な
産
業
で
あ
り
、
多
く

の
家
庭
で
蚕
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。
民
法
が
制
定
さ
れ
た
当
時

の
人
々
の
暮
ら
し
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

民
法
に
は
、
２
０
０
５
年
ま
で
は
、「
旅
客
、
其
従
者
及
ヒ
牛

馬
ノ
宿
泊
料
」と
い
う
形
で「
牛
馬
」も
登
場
し
て
い
ま
し
た
。

時
代
劇
の
宿
場
町
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。

　

犯
罪
行
為
と
刑
罰
に
つ
い
て
規
定
す
る「
刑
法
」。
明
治
13
年

に
太
政
官
布
告
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
旧
刑
法
に
お
い
て
は
、
電

気
の
窃
盗
に
つ
い
て
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

明
治
時
代
、
電
気
を
勝
手
に
使
用
す
る
行
為
が
窃
盗
に
当
た
る

か
が
争
わ
れ
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

控
訴
審
に
お
い
て
は
、「
電
気
は
エ
ー
テ
ル
の
振
動
現
象
で
あ

り
、
物
質
で
は
な
い
」と
い
う
大
学
教
授
の
証
言
も
あ
り
、
無

罪
と
な
り
ま
し
た
が（
エ
ー
テ
ル
理
論
は
、
現
在
で
は
採
用
さ

れ
て
い
な
い
物
理
学
理
論
で
す
。）、
大
審
院
は
、
電
気
も
管
理

可
能
で
あ
る
と
し
て
有
罪
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
論
争
を
受
け
、
明
治
45
年
に
施
行
さ
れ
た
刑
法

に
お
い
て
は
、「
電
気
は
、
財
物
と
み
な
す
」と
の
規
定
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

古
く
に
作
ら
れ
た
法
律
を
紐
解
く
と
、
当
時
の
人
々
の
暮
ら

し
や
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　例年、雪解けを迎えると、自転車を利用す
る機会が増えるとともに、自転車の盗難被害
が増加します。
　大切な自転車を盗難被害から守るために、
備付け錠のほかに、丈夫なＵ字型錠等でツー
ロックをして盗難被害から守りましょう。
　
◆自転車盗難防止の基本
　▶わずかな時間の駐輪でもツーロック！
　▶自宅や駐輪場でもツーロック！
　▶防犯登録は忘れずに！

《
運
動
期
間
》

　

４
月
６
日
㈪
〜
４
月
15
日
㈬

《
運
動
の
重
点
》

◆
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保

◆
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行

◆
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◆
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

自転車の盗難被害の防止自転車の盗難被害の防止

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り
の
あ
る
交
通

マ
ナ
ー
で
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

村
で
は
、
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
て
、
土
日
を
除
く
期
間
中

に
街
頭
啓
発
運
動「
旗
の
波
」を
実
施
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
予
定
日

　

４
月
６
日
㈪
〜
15
日
㈬

　

※

土
・
日
を
除
く

▼
実
施
時
間

　

午
前
８
時
〜
８
時
30
分
ま
で

▼
実
施
場
所

　

神
恵
内
市
街
地
国
道
２
２
９
号
沿
線

▼
参
集
場
所

　

役
場
車
庫
前

　

※

交
通
安
全
旗
を
お
渡
し
し
ま
す
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４
月
１
日
か
ら
午
後
７
時
30
分
に
流
し
て

い
た
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
の
放
送
時
間
を
午
後
５

時
30
分
に
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、
５
時
30
分
の
放
送
は
Ｉ
Ｐ
告
知
端

末
の
用
件
ボ
タ
ン（
画
像
参
照
）を
押
す
と
、

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【 

問
合
せ 

】  

　

総
務
課
総
務
係

Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
の
時
間
変
更
の

お
知
ら
せ

お知らせ

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
支
給
に
つ
い
て

お知らせ
　

今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な

っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
対
し
、
国
と

し
て
改
め
て
弔
意
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦

没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金（
記
名
国

債
）を
支
給
し
ま
す
。

▽
支
給
対
象
者　

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、「
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

等
を
受
け
る
方（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母

等
）が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

１
．
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
、②
孫
、③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹

４
．
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族（
甥
・
姪
等
）

※

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

り
ま
す
。

▽
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債

▽
請
求
期
間　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

※

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い

【 

問
合
せ
・
請
求
先 

】 

住
民
課
福
祉
係

　村では毎年人間ドック事業を実施しております。
内容は下記のとおりです。
　検査料金が無料になっておりますので、ぜひ受診
してください。

■受診期間　令和２年４月～令和３年３月まで
■対 象 者　①４０～７４歳で国民健康保険に加入さ

れている方
　　　　　　②７５歳以上の村民の方
　　　　　　③４０歳以上の被保護世帯の方
■医療機関　神恵内診療所または倶知安厚生病院
■検査料金　無料（追加検診も無料です）
■検査内容　問診、身体測定、血液・尿検査、心電図、

血圧測定、眼底検査、胸部レントゲン
検査、腹部超音波検査、前立腺がん検診、
大腸検診、胃バリウム検査（診療所は
胃カメラ）、骨粗しょう症検診、子宮が
ん・乳がん検診など（追加検診を含む）

■申し込み　４月１０日（金）まで

※検査内容など詳細については、住民課保健師へお
問合せください。

　清潔でゴミのないクリーンな神恵内村をつくり上
げていくため、毎年恒例の『クリーン作戦』を下記
のとおり実施いたします。
　村民みなさま多数のご参加をお待ちしています。
村民全員でクリーンな神恵内村をつくりましょう!!

■日　時　４月１８日（土）午前９時

※参加される方は、軍手等をご持参願います。

【 問合せ 】企画振興課企画振興係

お住まいの地区

神恵内１～４班の方

神恵内５～７班、
14班の方

神恵内８～10班、
12班の方

国道229号神恵内橋
及び古宇川河川敷

旧出町荘前まで

神恵内11、13班の方 旅行村まで

赤石１班の方 二ノ目川前まで

赤石２班の方 大森橋まで

温泉998（茶屋町橋
経由）まで ※神恵内
橋付近河川敷含む

収集していただく範囲 集合場所

役場前

赤　石
集会所

人間ドックのお知らせ クリーン作戦を行います！
KA

MOENAI

く
らしのガイ

ド
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村
で
は
、
教
育
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
と

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、
次
の

と
お
り
助
成
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
申
請
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
①
教
育
資
金
援
助
制
度
】

　

高
校
・
高
専
・
そ
の
他
教
育
機
関
入
学
時

に
３
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

【
②
高
等
学
校
生
徒
通
学
費
等
助
成
制
度
】

　

高
等
学
校
生
徒
の
通
学
費
及
び
下
宿
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
の
内
容
は
、
通
学
バ
ス
定
期
券
購
入

費
の
２
分
の
１
以
内
、
ま
た
は
、
下
宿
費
月

額
の
２
分
の
１
以
内（
１
万
５
千
円
が
限

度
）で
す
。

※

申
請
方
法
等　

４
月
20
日
㈪
ま
で
に
在
学
証
明
書
及
び
印

鑑
を
持
参
の
上
、
教
育
委
員
会
へ
申
込
み

下
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
？

教
育
費
・
交
通
費
の
助
成
制
度

お知らせ

【
③
奨
学
金
給
付
制
度
】

　

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
等
の
授
業
料
の

一
部
を
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
内
容
は
、
授
業
料
月
額
に
対
し
２
分

の
１（
月
額
上
限
２
万
円
）で
す
。

※

申
請
方
法
等　

４
月
20
日
㈪
ま
で
に
在
学
証
明
書
、
保
険

証
な
ど
子
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
書
類
の
写
し
及
び
印
鑑
を
持
参
の
上
、

教
育
委
員
会
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※

①
②
は
保
護
者
の
年
間
所
得
金
額
の
合
計

が
８
０
０
万
円
以
内
、③
は
児
童
手
当
法

の
所
得
制
限
未
満
で
あ
る
こ
と
が
条
件
。

【 

問
合
せ 
】教
育
委
員
会
総
務
係

子育て支援センター 特別児童扶養手当及び
特別障害者手当等の手当額について

温泉９９８の営業時間が
変わります

　４月１日（水）から営業時間を次のとおり変更し
ますので、お間違いないようお願いします。

午前11時から午後９時

【 問合せ 】
リフレッシュプラザ温泉９９８
☎７６－５１００

※受付は午後８時３０分まで

　神恵内村地域子育て支援センター（保育所等複合
施設内）では、本年度も次の事業を実施します。

　①来所子育て相談　週５回（月～金）
　②訪問子育て相談　週２回（水・金）
　③電話子育て相談　週５回（月～金）

　就学前児童とその親を対象に週５回（月～金）開
設しています。
　＊開設時間：午前１０時～午前１１時３０分
　　　　　　　午後１時３０分～午後３時

　＊支援センターにある絵本の貸出
　＊保育所児の行事に参加(運動会・もちつき会等)
　＊「支援だより」の発行

【 問合せ 】神恵内保育所　☎７６－５０７０

１　子育て相談

２　親と子のふれあい広場

３　その他

　令和２年度の特別児童扶養手当及び特別障害者手
当等の手当額が変更となりました。

令和２年度の手当額(月額)について

【問合せ】
　◆後志総合振興局社会福祉課
　　☎０１３６－２３－１９３８
　◆住民課福祉係

特別児童扶養手当（１級）

　　　　〃　　　　（２級）

特 別 障 害 者 手 当

障 害 児 福 祉 手 当

経 過 的 福 祉 手 当

52,200円

34,770円

27,200円

14,790円

14,790円

52,500円

34,970円

27,350円

14,880円

14,880円

令和２年
３月まで

令和２年
４月から区　　　　　分
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令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
の
土
地
及
び
家

屋
の
価
格
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦
覧

で
き
ま
す
。

▽
期　

間　

４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈪

▽
時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場　

所　

財
政
課
窓
口

※

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代

理
の
方
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

【 

問
合
せ 

】財
政
課
税
務
係

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
台
帳
簿
の
縦
覧

お知らせ

　

令
和
２
年
度
の
漁
港
利
用
に
関
す
る
手
続

き
等
に
つ
い
て
は
、
４
月
上
旬
を
目
途
に
関

係
す
る
皆
さ
ま
方
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
準

備
し
て
い
ま
す
。
漁
港
利
用
料
の
納
付
は
北

海
道
漁
港
管
理
条
例
に
よ
り
前
納
が
基
本
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
４
月
か
ら
漁
港
を
利
用
す
る

漁
船
の
漁
港
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
４
月
中

に
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
留
意
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
用
地
の
使
用
等
に
つ
い
て
も
別
に

使
用
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
使
用
す
る
場

合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【 

問
合
せ 

】産
業
建
設
課
水
産
農
林
係

漁
港
利
用
に
関
す
る
手
続
き

お知らせ◆
自
衛
官
候
補
生

▽
受
験
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

▽
受
付
期
間　

〜
５
月
22
日
㈮

▽
試
験
日　

・
男
子　

５
月
28
日
㈭
〜
31
日
㈰

・
女
子　

５
月
29
日
㈮
・
30
日
㈯

◆
一
般
曹
候
補
生

▽
受
験
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

▽
受
付
期
間　

〜
５
月
15
日
㈮

▽
試
験
日　

５
月
25
日
㈯（
１
次
）

【 

問
合
せ 

】

　

倶
知
安
地
域
事
務
所

　
　

☎
０
１
３
６
・
２
３
・
３
５
４
０

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
：
稲
葉
寛
久

　
　

☎
７
６
・
５
２
３
４

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

お知らせ

　下記の要件すべてに該当する方は、奨学金
返還額の２分の１以内で、年最大２４万円の
補助を受けられます。（所得制限あり）
〇補助制度を受けられる方
・大学、大学院、高校などに進学し、在学
中に奨学金の貸与を受けた方
・本村に住所を有している方
・すでに奨学金を返還している又は開始し
ようとする方
・奨学金の返還に滞納がない方
・村税等の滞納がない方
・同種の補助金等の交付を受けていない方
〇申請必要書類
・奨学金等の貸与を証するものの写し
・奨学金等の返済に滞納がないことを証す
るものの写し
・奨学金等の１年間の返還金相当額が分か
る書類
・住民票の写し
・源泉徴収票　　　
・卒業証書等の卒業事実を証明できるもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　など
【 問合せ 】企画振興課企画振興係

道の交通事故相談所を
ご利用ください

奨学金返還補助制度

◎ 交通事故にあったが、どうしたらよいのかわからない。
◎ 損害賠償の額が適正かどうか知りたい。 
◎ 示談をどのように行ったらよいか？
◎ 残された遺児への生活（教育）資金の手当ては？

北海道では交通事故相談所を設置し、専門の相談員が
相談に応じています。

● 相談は無料です。 
● 面接（ ）、電話、文書（メール・ＦＡＸを含む）等予約制

で相談をお受けしています。

相談所名 種別

（道庁）
北 海 道
交通事故
相 談 所

面接

電話

文書

住　所　・　電　話　等 備 考

※土日・祝日・年末
　年始（12/29～
　1/3）を除きます。

札幌市中央区北３条西６丁目　道庁１階

☎ 直通 ０１１－２０４－５２２０
☎ 直通 ０５０－３５３３－４７０３

・相談時間
　月～金曜日
　９：００～１７：００
受付
９：００～１６：３０

・ＦＡＸ　０１１－２３２－７４５２
・E-mail kansei.dousei2@pref.hokkaido.lg.jp

☆ＩＰ電話のため、市外局番が０１１
（札幌市、江別市、北広島市、南幌町）
以外にお住まいの方はこちらにおか
けいただきますと通話料金が割安と
なります。

　

春
の
ふ
れ
あ
い
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
一
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
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時　

５
月
16
日
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午
前
９
時
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▽
場　
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総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　

※

雨
天
時
は
総
合
体
育
館

▽
締　

切　

個
人
あ
る
い
は
２
〜
５
人
で
チ

ー
ム
を
編
成
の
う
え
、
５
月
８

日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【 
問
合
せ 

】  
　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

春
の
ふ
れ
あ
い
ペ
タ
ン
ク
大
会

お知らせ
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人人 ののううごごきき
世帯数　４７０世帯〔±　０〕〔－　４〕

人　口　　８３２人〔－　４〕〔－２４〕

　男　　　３９３人〔－　２〕〔－１４〕

　女　　　４３９人〔－　２〕〔－１０〕

【令和２年２月29日現在】
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時
が
経
つ
の
は
非
常
に
早
く
、

広
報
担
当
に
な
っ
て
か
ら
１
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ

仕
事
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、

常
に
私
の
頭
を
悩
ま
せ
る
の
が

こ
の
編
集
後
記
で
す
。
毎
月
何

を
書
く
か
を
悩
み
な
が
ら
、
前

年
度
は
選
挙
や
台
風
、
消
費
税

増
税
に
伴
う
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
に
つ
い
て
な
ど
を
書
き
ま

し
た
。
こ
こ
３
か
月
ほ
ど
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

各
行
事
な
ど
が
中
止
・
延
期
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
話
題
が
な

か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
作
文
が

苦
手
な
私
に
は
難
し
い
状
況
が

続
き
そ
う
な
予
感
が
し
て
い
ま

す…

。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題

は
早
く
収
束
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
上
記

の
と
お
り
、
人
事
異
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続

き
、
私
が
広
報
を
担
当
し
ま
す
。

取
材
な
ど
で
各
所
に
お
邪
魔
し

た
際
に
は
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
機
構
図
を
折
り
込
み

し
て
い
ま
す
の
で
役
場
へ
の
お

問
合
せ
の
際
の
参
考
に
お
使
い

く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

編
集
後
記

前月比／前年比

ごめいふくをお祈りしますごめいふくをお祈りします
赤　石　　野　宮　一　郎 さん（９２歳）
　　　　　　　　　　　　　　　３月６日死去

善意に感謝します善意に感謝します善意に感謝します善意に感謝します
赤　石　野宮　洋子　さんより
　生前夫（ 一郎 ）がお世話になったお礼として
　　村へ　…………………………………　１０万円
　　社会福祉協議会へ　…………………　　５万円

〈令和２年３月１日付〉
【総務課】
■総務係兼情報係兼広報統計係
　　中元　雄太（企画振興課商工観光係兼企画振興係）

【教育委員会】
■総務係兼学校教育係兼社会教育係
　　小澤　美輝（総務課総務係兼情報係兼広報統計係）

〈令和２年４月１日付〉
【財政課】
■財政係長兼管財係長兼地籍調査係長
　　村井　孝行（財政係長兼管財係長）

【産業建設課】
■水産農林係兼水道係兼土木係兼治山係
　　白濱　慶丞
　　（住民課保健衛生係兼住民係兼国民健康保険係）

【住民課】
■課　長
　　森　　勝人（課長兼保健衛生係長）
■福祉係長兼国民健康保険係長
　　大西　　威
　　（福祉係長兼住民係長兼国民健康保険係長）
■住民係長兼保健衛生係長
　　中村　貴博
　　（財政課地籍調査係長兼財政係兼管財係）

【転　出】
■小学校
　増川　佳子（校　　長）→ニセコ町立ニセコ小学校
　半田　　光（教　　諭）→余市町立登小学校
　池戸　芳絵（栄養教諭）→小樽市花園小学校
■中学校
　野口　和昭（教　　頭）→倶知安町立倶知安中学校

【転　入】
■小学校
　荒木　俊行（校　　長）←仁木町立銀山小学校
　小嶋　素子（教　　諭）←岩内町立西小学校
　藤野穂乃佳（栄養教諭）←新採用
■中学校
　林　　利臣（教　　頭）←蘭越町立蘭越中学校
　井浦　敦士（教　　諭）←長万部町立長万部中学校
　青山　夏奈（養護教諭）←黒松内町立白井川小学校

【退　職】
■中学校
　岡久　幸雄（教　　諭）→留寿都村立留寿都中学校（再任）
　村上　綾那（養護教諭）

村の人事 ※（　）は前職

教職員の異動

【新規採用】よろしくお願いします。
■財政課財政係兼管財係
　兼地籍調査係
　　小倉　翔真



神恵内村原子力エネルギー広報カレンダー

かもエナジかもエナジかもエナジかもエナジ vol.203

このカレンダーは、広報・調査等交付金事業でつくられています。

泊発電所・広域避難施設等村民見学会
を開催しました

泊発電所・広域避難施設等村民見学会
を開催しました

　泊発電所で重大な事故が発生した際に、神恵内村民の避難先となる札幌市のホ
テル「シャトレーゼ ガトーキングダムサッポロ」や泊発電所の安全対策などを見学
する泊発電所・広域避難施設等村民見学会を北海道原子力防災訓練とあわせて２
月13日・14日に実施し、16名の方に参加いただきました。

ほくでん総合研究所

泊　発　電　所
　原子力ＰＲセンター「とまりん館」で、泊発電所の概要や安全対策、原子力
発電所の仕組みについて説明を受けた後、バスで構内に入り、発電所を一望
できるヘロカルウス展望台から、防潮堤や電源喪失に備えた非常用電源設備、
炉心の冷却機能の喪失に備えて配備しているポンプ搭載車両を見学しました。

シャトレーゼ  ガトーキングダムサッポロ
　シャトレーゼ  ガトーキングダムサッポロの三木常務取締役と木村マネ
ージャーから、ホテルの概要や実際に避難した際の対応について丁寧に説
明していただきました。
　また、村の防災担当者からは、原子力防災訓練の振り返りや泊発電所で
重大な事故が起きた際の防護対策、住民避難に関する村とホテルの協定の
概要について説明を受けました。

（神恵内村広報・調査等交付金事業）

▲半無響室

▲水理模型実験装置 ▲とまりん館にて説明 ▲ヘロカルウス展望台

▲

三
木
常
務
取
締
役
に
よ
る
説
明

▲

防
災
担
当
者
に
よ
る
説
明

▲ポテライト

　ほくでん総合研究所では、総合研究所の概要や研究内容などの説明を受
け、暖房機器などの騒音測定に使用する半無響室やダムの堆砂対策、水路
の設計に関する研究に使用する水理模型実験装置、じゃがいもの緑化を防
止するための照明装置であるポテライトなどを見学しました。



役　　　　　　　　場　７６－５０１１　 地域包括支援センター　７６－５９９５
神 恵 内 診 療 所　７６－５２２６　 温 泉 ９ ９ ８　７６－５１００
歯 科 診 療 所　７６－５９４５　 珊 内 ぬ く も り 温 泉　７７－６１３１
漁 村 セ ン タ ー　７６－５６７２　 観光情報センター（道の駅）　７６－５８００
社 会 福 祉 協 議 会　７６－５９０８　 神 恵 内 警 察 官 駐 在 所　７６－５２１２　 

火曜日休

月･木曜日休

令和２年
2020年
令和２年
2020年

４月１日（水）・８日（水）・１５日（水）・２２日（水）
しりべし弁護士相談センター

＊予約受付：平日午前１０時～午後４時
＊住　　所：岩内町高台８４－３（佐藤精肉店隣）
＊電　　話：６２－８３７３（事前予約制）

珊内・川白地区移動診療

４月2３日（木）
女性の健康相談

時 間：午後１時～午後３時
場 所：岩内保健所
電 話：６２－１５３７
　　　（事前予約制）

４月２３日（木）
相談時間：午前１０時3０分～午後４時
場　　所：岩内地方文化センター
電　　話：０１３４－６５－５００２
　　　　　（事前予約制）

（日本年金機構小樽年金事務所）年金相談

休日当番医・当番薬局

（午前９時～午後５時）

市外局番
０１３５

４月１５日（水）
こころの健康相談

時 間：午後２時
場 所：岩内保健所
電 話：６２－１５３７
　　　（事前予約制）

DR
AGONTA

KAMOENAI

移動支援
サービス事業

時間：平日午前８時４５分
　　　　　　　　～午後５時
電話：６７－７７４５
（積丹ハイヤー：事前予約制）

川白地区：川白ふれあいセンター
　　　　　午後１時１０分～　

珊内地区：珊内集会所
　　　　　午後１時４０分～　

卯 月
うづき

月４

４月９日（木）ごみの収集ごみの収集ごみの収集

区　　　分 全　　村 料　　金出　し　方

黄色の指定ごみ袋

青色の指定ごみ袋

透明か半透明の袋 無料

５㍑ 10枚入 １５０円
10㍑ 10枚入 ３００円
20㍑ 10枚入 ６００円
40㍑  5枚入 ５００円

１枚単位　１００円
ごみ処理券を２枚貼付

（事前申込制）

月曜日・金曜日

火　曜　日

水　曜　日

燃やせるごみ

燃やせないごみ

※指定ごみ袋に入らない燃やせるごみ・燃やせないごみの小型ごみは、100円のシールを１枚貼って、それぞれの収集日
　に出してください。

資　　源　　物

大　型　ご　み

　４月２０日（月）は、破砕処理施設月例点検
日のため、不燃ごみ及び粗大ごみの受入れ
は休ませていただきます。

岩内地方衛生組合から

５･７月／第４木曜日
９・11月／第３木曜日

村長室ふれあいトークのお知らせ
　村長室ふれあいトークの日時は変更となる可能性があります。
希望される方は必ず役場総務課へ事前にご連絡ください。今月
は４月１６日（木）午後３時～５時３０分を予定しております。

マイナンバー制度に係る住民相談窓口
●マイナンバー総合フリーダイヤル
☎０１２０－９５－０１７８
●役場住民課

日日日 月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土

　
　
　
　
　

　
　
　
北内科クリニック　62-1457
若林調剤薬局　　62-0698

　
　
　
　
　

　
　
　
　
クリーン作戦（9：00）　

　
　
　
小学校入学式（10：00）
保育所入所式（13：30）

　
　
　
岩内大浜医院　   61-2081
アイランド薬局いわない店 61-4040

　
　
　
　
中学校入学式（10：00）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
万代クリニック　　61-2133
かねた薬局名店街店  62-0040

　
　
　
　
　

　
　
　
春の火災予防運動
（～ 30日まで）　

　
　
　
岩内協会病院　　62-1021
アイン薬局岩内店  62-5150

　
　
　
健康食教室
（10：00/漁村センター）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
育児相談

（10:00～11:30/保育所2階）

　
　
　
　
　

　
　
　
りはるinかもえない
（13：45～/漁村センター）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
軽自動車税種別割納付

　
　
　
　
発足診療所　　   74-3009

　
　
　
　
　

　
　　　

　
　
　
無料法律相談

（13:00～／漁村センター）予約制

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

保-珊内

保-川白

保-赤１班

保-赤２班

保-神１･２班

道民交通安全の日

昭和の日

移動窓口
 13:30～14:30 珊内集会所
 15:00～16:00 川白ふれあいセンター( )

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安
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